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プラニメータを超えた精度と操作性

コンピュータとデジタイザーを一体化くエクスブラン〉

X-PLANBSO
座標計算式精密面積線長測定器
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X-PLANBSOはプラニメータやキルビメータ以上の働きをするばかりでなく、従

来の測量等の測図システム(コンピュータ＋デジタイザー)を、1個のツールとしてお

使いいただけるようにした全く新しいデバイスです。その操作性は従来のメカニズム

をはるかに凌ぎ、殊に多角形の測定では直線をたどることなしに各頂点を111頁次プロッ

トしていただくだけで済み、0.05mmの線分解能をもって微小線長、微小面積から長大

図面まで正確に測定できる画期的なエリアカーブメータです。

一〈画期的な特長〉

■直線図形は頂点をポイントするだけで

迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドロ
ーラー採用

一
一
一

牛 方商号八
東京者B大田区千鳥2－12－7

ushikataTELO3(7SOm42代〒146

囲園

露厘

囲
剛



繍籠擬講 9｡1984Nq510

酬
咀
げ

目 次
＜論壇＞木材糖化工業の将来展望･……･…………･……越島哲夫“2

ウッドケミカルス……………………･………･……．．…志水一允…7

バイオマス産業用原料としての森林資源の造成･･･……佐々木恵彦…11

芯
別
Ⅳ

ｕ
８
１
Ｊ

第30回林業技術賞・努力賞／

第17回林業技術奨励賞業績紹介 15

９
．

閣
住
ろ
●

第30回林業技術コンテスト要旨紹介 22
｡■

RESEARCH-全国林業試験・指導機関の紹介

11．秋田県林業センター……………･……････
●
夕
四
心

･･進藤隆男…30

．．和田 威…3212．長崎県総合農林試験場林業部………
”

今冬期林木の寒さの害の調査速報…．．……．．………････佐々 木長儀…34

物語林政史

第26話その1結局仲よくさえすれば良かったのに

－治山・砂防事業半世紀の確執………･･･……手束平三郎…35

Ｆ
筆
詞
ｗ
■
■
１
．

股
ら
Ⅱ
Ｉ
Ｄ表紙写真

第31回森林・林業

写真コンクール

応募作品

噸張れオケトシン

ザン」

(糟蕊冒町）
札幌市中央区

長谷川正年

巷談「木場の今昔」

19．敗戦からの出発……………･……．

ひ

《
軸
Ｅ
７
吐
夕
ひ

松 本善治郎…38

山峡の譜

シブケー最後の焼き子（下） 宇江敏勝．．.40

農林時事解説･…･･･…・

統計にみる日本の林業

林政拾遺抄････“…･…

本の紹介

こだま

42

42

43

“
躯

白

、 獄 第31回林業技術賞ならびに第18回林業技術奨励賞および

第31回林業技術コンテストについての予告1984.9
46



2

ニーニーロロロヰローーーーーー

論 嬉
______._-----一二.ー

木材糖化工業の将来展望

こしじまてつお
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地上最大のバイオマスとしての樹木は，大部分が住宅材料および紙・パルプ原料と

して利用されており，残部は燃料として消費されてきた。その使いやすさから古来，

人間は木材を燃料として使ってきたが，現在，木材総消費煙のうち燃料が占める割合

は発展途上国で90％以上,いわゆる先進国では2～6％の範囲に入るところが多い。

この数字が示すように，木材は単に薪として燃やしてしまうのではなく，もっと別の

用途にも使っていこうとする傾向が先進国になるほどみられる。表･1に示すように，

木材は,セルロースとヘミセルロースを合わせると70～80％がこれら（多糖）によっ

て占められ，ほかに油脂，テルペン糒油などを含む化学的ポテンシャルの高い生物体

である。通信衛星などのニューメディアの発達に伴い，情報伝達体の一つであった新

聞にも変化が生じ，一部はコンピュータを利用した新しいテレビ方式にとってかわら

れるかもしれない。この時代の変化に伴い，我々も木材に対する認識を問い直さねば

ならない時が来るように思える。その時に備え，住宅材料や紙・パルプに並ぶ第3の

利用分野として化学工業原料への転換技術を将来に備え確立しておく必要があると恩

*京都大学木材研われる。その一つは糖を原料とする工業であろうから木材糖化技術はそれまでに確立
究所教授しておかなければならない。

木材はデンプン質のように将来起こるで

あろう飢餓問題に関し食料と競合すること

がないというメリッl､をもつので，現状で

はこれらと比べコス1､的に問題はあっても

将来，糖原料として最も重要なものになる

であろう。ちなみに森林による光合成量は

陸上植物の年間光合成並1,000億トンの約

68.6％を占め，686億トンが年々生産され

ていることになる。

木材糖化工業は古く，第1～第2次大戦

にかけドイツのトルネッシュエ場スイス

のエムズエ場など10社以上が稼働してお

り，ショーラー法により乾材1トン当たり

240‘2のアルコールを生産していた。アメ

リカでは1945年以降マジソン法あるいは

表･1代表的針葉樹ならびに広葉樹の化学組成＊
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改良マジソン法によって，乾材1トン当たり232.'のアルコールと20ポンドのフル

フラールを得たという。これらの酸糖化が戦争時のような特殊な時期を除いて経済的

に成り立たなかった理由は，酸による糖の2次分解のため糖収率が低いこと，設備投

資が高いためグルコースのコストが高くつくこと等による。これらの欠点を補う方法

として高収率，低エネルギーコス1,で木材糖化を行いうる酵素加水分解法の研究が近

年盛んに行われている。これに併行し特殊な物理化学的処理を伴う希酸分解法も有望

視されている。これらは木材糖化工業の将来の姿の一つと考えられるので，以下順を

追って述べていきたい。

木材の酵素糖化は一般に糖収率が酸分解に比べ高いが，酵素に対しリグノセルロー

スを活性化させるための前処理が必要となる。またその酵素を使い捨てにせず回収す

る工程が必要である。さらに欲を言えばより強力なセルラーゼが必要である。これら

のうち第1の前処理の問題は重要で化学的，生物的，物理的な方法が種々試みられて

きた。そのうち最も簡単で実用性のあるのが物理的前処理法である。

ボールミル処理は特にマツ，スギなど針葉樹の酵素糖化に効果がある。この場合ポ

ットの容量とボールの量および木粉量の比率が大きい因子となるが，至適条件下では

3時間粉砕で80～85％以上の糖化率（対含有多糖）が得られる。ただし広葉樹につ

いては効果は少ないという欠点がある。

故紙ならびに微粉砕木粉の糖化にはロールミルも試みられている。Natick研究所

で2本の回転速度の異なるロール間でセルロース質を圧縮，こん和する磨砕法をカエ

デ類につき行った結果，約15％の糖化率が得られた'》にすぎなかった。ロールを3本

にしてアカマツについて行ったところ約85％の酵素分解率を達成できることがわか

ったg)。ロールミル磨砕はボールミル粉砕よりやや経済的ではあるが，水粉をペース

ト状にする分散剤の添加が必要であり2)，この点が問題として残るがボールミル法と

同様針葉樹には好適な前処理法である。

1978～1979年にかけ，カナダで爆砕法が開発された。この方法は木材チップを高

圧スチームで短時間蒸煮後大気圧中へ爆発的に放出する方法で元来，家畜の飼料をつ

くることを目的とした。方法としてDelong3)により開発されたIOTECK法とLora

&Waymanji)によるSTAKR法がある。IOTECK法では広葉樹チップを230～240

｡C,約40気圧の水蒸気圧で30～40秒処理した後，急速放出する。このときリグニ

ンの90％以上はエタノール：水（9：1）またはメタノール可溶となり，ヘミセルロ

ースの90％以上は冷水可溶となるという。すなわちこれらはかなり低分子化するが，

セルロースは結晶性を失わないにもかかわらず酵素加水分解に対する親和性が極めて

高くなる5》と報告されている。この場合，圧力や温度は高ければよいというものでな

く高すぎるとかえってリグニンの縮合が進んだりセルロースの崩壊が激しくなる。リ

グニンやヘミセルロースが高温の水と木材から出る酢酸により加水分解される現象は

一般にautohydrolysisとよばれ，爆砕時のこれらの低分子化はこの弱酸性下の加水

分解に基づく。STAKE法はこれと比べやや穏やかな条件下で行われる。すなわち

水分含量50％の広葉樹チップを190｡Cで30秒蒸煮する操作を連続的に行うことがで

きる点が特徴である。このセルロースをTrichodermareesei由来のセルラーゼで

3

林業技術No.5101984．9
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酵素分解したとき90％が糖化されるという。STAKE法にしろIOTECK法にしるこ

れら爆砕法の欠点は，針葉樹に対しては極めて効果が少ない点である。この理由は，

ボールミル粉砕やロールミル磨砕と同様，明確ではないが，広葉樹リグニンと針葉樹

リグニンの構造上の違いに基づくフェノキシラジカルの安定性によるものと考えられ

る。

爆砕は蒸煮という化学的処理と爆発的放出破砕という物理的処理の組み合わせであ

るが，上述のような酵素加水分解に活性なセルロースをつくり出すプロセスは，主に

autohydrolysisによるものと考えられるので，その目的なら水蒸煮だけでも効果が得

られるはずである。志水ら6)は180｡C,30分スチーミング後熱水で洗浄し，これを

酵素加水分解した。ブナ，マカンパ,シラカバ，ドロノキ，ミズナラなどは80％以上

の糖化率を示したのに対し，モミ，ツガ，ヒノキ，アカマツ，カラマツ，ラワンは0.7

～12.4％の糖化率が得られたにすぎない。これらの糖化率の変化は一部にはKlason

lignin量と相関関係があり，一部にはリグニンの化学構造の相違によるとしている。

酵素に要する費用は前処理費用を上回るとされるので，その回収法は前処理法と並

んで重要である。今までに反応液に残存する酵素を限外ろ過膜を使用して回収する方

法や基質に吸着させる方法が報告されているが,Wilkeらの改良法7)においても反応

当初に加えられた活性の34％を回収しているにすぎない。夜久ら8)は216mnにおけ

る楕円率の変化から糖やリグニン共存下の酵素量をそれらに影響を受けることなく直

接定量する方法を確立し，木材糖化における酵素の挙動を明らかにした。これによる

とTrichoderma系のオノズカR-10は木粉に吸着される性質が強く，その50%は

残溢木粉に吸着されるが吸着された活性はほとんど低下していないこと,Aspergillus

系のセルロシンACでは木粉への吸着は少なく，活性の2/3:は溶液中に残存すること

を明らかにした。これによれば,Trichoderma系オノズカを使用するときは加水分

解残置をそのまま新しい木質・水系に添加することにより吸着セルラーゼを再使用す

ることができる。

経済的に有利な酵素の回収方法と前処理法が確立されれば酵素系による木材糖化工

業も現実のものとなる。前処理法として最近我々の研究室で開発されたマイクロ波加

熱法9》は，加熱が木質材料の内部と外部の両面から行えるので熱伝導の効率が極めて

高く，その結果セルロースの損傷が少なく，電力費も915MHzのマイクロ波を使え

るならば，木質材料キログラム当たり約200Wぐらいですみそうである。ただし，水

使用量は木材の3倍量と仮定した場合である。水の存在は不可欠であるが，マイクロ

波を吸収するのでできるだけ少量で操作することが望ましい。この方法のも．う一つの

特徴は，針葉樹の場合もこの処理によって酵素糖化に対する親和性がかなり増大す

る，）ことである。表･2からもわかるように，アカマツの場合含有多糖の65％9)に相

当するグルコースがその後の酵素糖化によって得られる。マイクロ波加熱の第3の特

徴は連続処理が容易なことであり，上記200w/l垣の電力も120kg/hの速度で木材・

水混合体を処理した場合の値である。図･1は現在運転中の連続式マイクロ波処理装置

を示したもので，研究費の関係から2,450MHzを用いた小型機に計画を縮小せざる

をえなかった結果である。木材・水混合原料の送り込み速度は，この場合102/hで

あり最初の計画よりかなり縮小されたものになっている。ブナ木粉を水共存下でマイ

林業技術No.5101984,9
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表･2マイクロ波照射法と爆砕法のセルロース結晶化度ならびに

酵素糖化率に関する比較

’
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１

結晶化度琴'(％）

L理前処理後

47．551．6
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48〃50.0
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処理温度
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最高譜化率*2
（影）原材料前処理法
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*1原試料の絶乾重趾当たり百分率で示す

*2原試料に含まれる全炭水化物当たりの百分率。値は3試料の平均値を示す
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由庄シリンダー

図･1連続式マイクロ波処理装置

り77％，)，こクロ波加熱して後メイセラーゼで酵素糖化した結果，糖化率は木粉当たり77％，)，こ

の値は含有多糖当たり96％に相当する。また，アカマツ木粉についての結果は，こ

のいずれの場合もマイクロ波照射のみによって爆砕のときと同じくautohydrolysis

が起こり，材の20～25％に相当するヘミセルロースが大部分加水分解をうけている9）

ことがわかる。もしこのとき酸度がもう少し強ければ，セルロースの水解も起こりグ

ルコースを収得することができるはずである。すなわち少量の鉱酸を添加してマイク

ロ波照射を行えば，一段で酸糖化が進むことになる。今までに得られた結果からは

0.5％の硫酸添加により材の約40％，含有中性糖の57％に相当するグルコースを取得

できることがわかっている。この方法をもう少し細部にわたり検討し，マイクロ波を

用いる木材糖化工業の実現を夢から現実へもっていこうと考えている。マイクロ波で

はないが，爆砕と酸糖化を併用した木材糖化を目指したパイロットプラントスケール

の研究がニューヨーク大学のBrenner&Ruggにより進められたﾕ0〉。この方法はセ

ルロース廃棄物をプラスチック加工用二軸スクリュー抽出磯で細砕し，この水とのス

ラリーを243.C,500psiのもとで加熱する。出口からスラリーが押しだされる寸前

に0．5%H2SO4を加え,20秒後に排出急冷する。図･2はその装置の概略を示したも

ので，古新聞を使用したとき90Ig/hのスピードで30%グルコースを含むスラッジが

林業技術No.510 1984々9
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故紙･鋸屑なと

孔通気

成物生

図･2二軸スクリュー押出機を用いた糖化装置

得られたという。この方式によって農産物廃棄物や木材をも原料としてワンステップ

で糖液を生産できると述べられている。原料による糖収率の違いや方法の細部につい

ての詳細は不明であるが，木材などリグニンの多い原料にも適用できるならば糖化工

業用としても有望な方法となる。

以上のように木材糖化工業の将来の姿として考えられるのは，①適当な物理的前

処理を伴う酵素糖化法と，②特殊な物理化学的前処理を併用する希酸加水分解法で

ある。①の前処理として爆砕，水蒸煮，マイクロ波加熱，ボールミル磨砕が好結果を

もたらし，さらに酵素系としては相乗効果をもたらす2種またはそれ以上の種類の酵

素系ﾕ'》を混合して用いることが，さらに高い効果をあげるのに役立つ。②の方法は現

時点でも実現可能な経済的糖化法がいくつか報告されており，やはり爆砕やマイクロ

波加熱の併用は装置の設備費さえ見通しがつけば有望なプロセスであろうと考えられ

る。
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志水一允 ｜’

ｳｯドケミカルス

’

1°はじめに

木質系物質の主要成分は多糖類であるセルロー

ス，ヘミセルロースとフェノール系高分子である

リグニンからなっている。これらの成分のエネル

ギー，食繊ケミカルスなどへの変換法には加水

分解，熱分解，液化，ガス化などがあり，それぞ

れ古くから綿密に検討されてきた。これらの技術

によって，木質系物質からほとんどすべての石油

化学工業製品（ペテロケミカルス）や石炭化学工

業製品（コールケミカルス）を理論上誘導するこ

とが可能である。これは化石資源がかつてのバイ

オマスからの生成物であることを考えれば当然の

ことであるが，これらの技術による木質系物質の

利用は現在のところ経済性に乏しく，実用化され

ているものは少ない。

石油危機以来，化石資源の有限性についての認

識が高まるなかで，再びこれらの変換法に新しい

技術を導入することによって，その経済性を改善

し，実用化へ結びつける努力が各方面でなされて

いる。ここではパルプ工業も含めて，各分野での

研究動向を紹介してみたい。

2．機能性セルロース誘導体

現在，木材を原料とするおもな化学工業はパル

プ工業であり，わが国では毎年3,000万1n3の木

材から，2,000万tの紙が生産されている。この

うちの化学パルプから，アセチル基，二l､ロ基，

ヒドロキシエチル基，カルポキシメチル基などを

導入した多種類のセルロース誘導体が65万t/年

製造されている。その用途は繊維，たばこフィル

ター，プラスチック，表面コート剤，火薬，乳化

’

安定剤,製紙サイズ剤などで，エレクトロニクス，

自動車，製紙工業，医療，医農薬,食品,化粧品，

建材，土木など広範囲の分野で使われている。

従来のセルロース誘導体は不均一系（セルロー

スが反応溶媒に溶解していない状態での反応）で

調製され,高い置換度の誘導体が得にくかったが，

最近になってセルロースの非水系溶剤が数多く開

発され，均一系での反応が可能となった。これに

より新しい高磯能性セルロース誘導体が開発され

る可能性が開かれるとともに，それらの新しい用

途の開発が重要な課題になっている。これらにつ

いては石井の総説ﾕ)を参考にしていただきたい。

3．パルプ排液中の成分の利用

現在，わが国では年間50万tのサルファイト

パルプ(SP)と650万tのクラフトパルプ(KP)

が生産され，排液中に副生するリグニンは前者か

らのリグニンスルホン酸が30万t,後者からのチ

オリグニンが300万tと推定されている。

KPや可溶性ベースSP工程では排液中の有機

物は無機薬品回収のための排液の濃縮やその工程

に必要な熱源として利用されている。一部のリグ

ニンスルホン酸がそれがもつキレート性,分散性，

粘結性，化学反応性の機能を活用して，リグニン

製品として販売されている。それらの需要量はお

よそ12万t/年である2》･排液中のリグニンをよ

り有効にするには，より付加価値が高く，大量の

用途のある製品を開発していかなければならな

い。それらの最近の状況については町原により詳

しく述べられている2)。

また，パルプ排液中にはその固形分に対してへ

林業技術No.5101984.9
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木
材
加
水
分
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業

図･1木材加水分解工業で得られるケミ
ステル） カルス5〕

－ス，キシロースなどの可溶性の糖として分離

し，リグニンを残湾として得る工業である4)。得

られた糖類やリグニンを化学的（脱水，水素化，

酸化，還元）あるいは生化学的（発酵）プロセス

によって，食・飼料，エネルギー，有機化学工業

製品へ転換して利用する。その例を図・1に示し

た5)。木材加水分解工業はこのように木材の主成

分を総合的に利用しようとするもので，理論的に

はほとんどすべての有機化学工業製品を生産する

ことが可能である。

木材の加水分解には，硫酸，塩酸などの鉱酸に

よる方法とセルラーゼ系酵素を用いる方法とがあ

る。酸加水分解法には希酸法と濃酸法とがあり，

前述した旭川の工場では北海道法と呼ばれる濃硫

酸法が採用された。酸加水分解での問題はセルロ

ースが結晶状態で存在するために過酷な加水分解

条件を必要とすることである。そのため，生成し

た糖が二次分解をうけて,糖収率が理論値の50％

程度と低いことである。糖収率を改善することと

製造コストを削減することを目的にして多くのプ

ロセスが検討されている。1％硫酸l,240｡C,15

秒間の反応で50％のグルコース収率が達成され

ている例もある。

酵素加水分解法は最近の微生物工業の進展とと

もに，多くの関心が寄せられている方法である。

この場合の問題点は酵素の生産に多大のコストが

かかることと木質系物質中の細胞壁中でセルロー

ミセルロース由来の糖類がおよそ20%溶存して

いるが,SP排液の糖類から発酵によって飼料酵

母が25,000t/年生産されている。さらに，この

酵母から核酸が抽出され，その生産量は1,500t/

年である。これは化学調味料，医薬品として利用

されている3)。

かつて，パルプ原木が針葉樹主体であった時代

には,SP排液中の糖類から発酵によってエタノ

ールが生産されていた。しかし，わが国では原木

が広葉樹主体となったため，皮肉なことに石油危

機がぼっ発した1973年に中止された。最近では

ペントースをアルコールに変換する微生物も見い

だされているし，また，単糖類のほかにオリゴ

糖，アルドン酸シ酢酸なども資化できるペキロ菌

も開発されている。排液中の糖類の微生物発酵に

よる利用は今後の発展が期待される分野である。

4．加水分解

木材の加水分解はわが国をはじめアメリカ，ド

イツなどで戦時などの緊急時に実際に行われたこ

とがある。現在ではソ連，中国でかなり大規模に

行われている。わが国での最近の例としては，操

業1年間で閉鎖されてしまったが，昭和37年に

北海道の低質広葉樹を有効に利用する目的で旭川

に乾材能力100t/日の木材加水分解工場が建設

されている。

木材加水分解工業はセルロース，ヘミセルロー

スの多糖類を加水分解して，グルコース，マンノ

林業技術No.5101984.9
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図･2有槻溶媒による脱リグニンを前処

理とする酵素加水分解8）

｜
｣

ス，ヘミセルロースがリグニンに包埋されている

ため，酵素加水分解に先立って，この細胞壁構造

を破壊する前処理を必要とすることである。

そのため，高活性のセルラーゼを産出する微生

物のスクリーニングやセルラーゼを大量に生産す

るため微生物の育種法などが検討されている。こ

の分野については本誌502号6)に述べたので参照

していただきたい。

また，前処理法に関しても多くの研究が推進さ

れている。それらの前処理法のうちで興味あるも

のとしては有機溶媒による脱リグニン処理や蒸

煮．爆砕処理がある。後者に関しては本誌492

号7)にすでに述べたので省略させていただくが，

前者は新しいパルプ化法とも関連しているので簡

単に述べてみたいと思う。

有機溶媒による脱リグニン法では，アルコール

類，グリコール類，フェノール類などの有機溶媒

と触媒として塩酸，硫酸，アルミニウム塩，有機

酸類が用いられる。

その一例として，メタノール水溶液で脱リグニ

ン処理した場合の酵素加水分解工程を図・2に示

す8)。50～70％メタノール水溶液で少量の塩酸を

触媒にして，木材チップを160～180｡Cで処理す

ると，ヘミセルロースを加水分解すると同時にリ

9

表･1ヘミセルロースから生産しうる

ケミカルスの生産量と価格

|鞭#’
キシロース’700

価絡
(円/kg)

1,800

～2,000

キシリトール6002,500
~2,700

ﾌﾙﾌﾗーﾙ｜，0,00020010,000

1，0(10マンニトール1,000
～1．，100

ゾノレビトール 100,000 36(）

用 途

蕊&鋪蕊熱，
培地

輸液(点滴用)，化粧
品，医薬品賦形剤

フルフリルアルコー
ル，フラン樹脂

鑛綜薬品賦形剤’
ハミガキ，ビタミン
C,食品一般，蛋白
変衝防止剤

グニンを可溶化することができる。処理液からメ

タノールを留去すると，残存水溶液からリグニン

を沈殿物として分離でき，可溶部から広葉樹であ

ればキシロースを，針葉樹であればマンノースを

主体とした単糖類を得ることができる。この場

合，ヘミセルロースのおよそ50％が単糖類とし

て得られ，可溶化したリグニンはほぼ定量的に回

収することができる。この前処理残湾はおもにセ

ルロースで，その酵素による糖化率は脱リグニン

率が70～80影になれば90％以上に達する。

ここで得られる糖類やリグニンは図・2に示し

たようにアルコール，微生物蛋白，ケミカルスな

どに変換される。これらの糖類のわが国における

いくつかの用途例と価格および年間生産量を表・1

に示した。また，加水分解工業が経済的に成立す

るためには，リグニンの有効利用法の開発は必須

のものである。有磯溶媒処理や蒸煮・爆砕処理に

よって得られるリグニンは前述したパルプエ業で

得られるリグニンスルホン酸やチオリグニンある

いは鉱酸加水分解残潅リグニンと異なり，有機溶

媒に可溶で，重縮合反応をうけていないため反応

性にとみ，また，その分子内にイオウを含まない

ので，種々のケミカルスヘの変換が容易であると

期待される。

5．熱分解と液化

古い歴史をもつ変換法として，熱分解（乾留）

がある。酸素を断って木材を加熱すると，始めに

ヘミセルロースが分解をはじめ,300｡C近辺から

セルロースが激しく分解しながら発熱し，最後に

林業技術No.5101984.9
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リグニンが分解して木炭が残る。生成する揮発成

分は冷却によって凝縮する部分,いわゆる木酢液，

タール部とガス成分とからなる。この木酢液，タ

ール中に含まれる成分は非常に多く，おもなもの

だけでも100種を超える。これらのものは酢酸を

主とした酸の系列とメチルアルコールを主とした

アルコール類，フェノール類，ケトン・アルデヒ

ド類，アミ類，炭化水素類がある。この木酢液は

これらの多くの成分の相乗作用で種々の複雑な効

用を発揮する9》。現在は都市ゴミ中の木質系物質

を対象にして多くの熱分解装置が考案されてい

る。それらについては西崎，吉田の総説を参照し

ていただきたい10)o

最近，興味深いものとしてはセルロースの減圧

熱分解法がある。これにより50～78％の収率で

レボグルコザンが得られる。これを希酸で加水分

解するとグルコースが得られ，エタノール発酵の

原料へ応用できる｡また､このレポグルコザンを出

発物質として種々の機能性多糖類の合成も試みら

れ，このレポグルコサンの脱水物であるレポグル

コセノンとともに,注目される中間物質であるﾕﾕ)。

液化法は木材をCOまたはH2の存在下で種々

の無機塩を触媒にして250～450｡Cで加熱する変

換法である。これにより40～60％の収率で油分

が得られる。この油分の発熱量は7,200～9,500

Kcal/kgで，液体燃料として利用されるが，ここ

から有用成分を分離しようとする試みもある'2)。

6．ガス化

木材のガス化は1,000｡C以上の高温で適当な

量の02,CO2,H20などの酸化剤の存在下で熱分

解し,CO,H,H20,CO2,CH4,炭化水素の混成

ガスに変換する方法である。このガスはそのまま

燃料として利用するか，あるいはガス中の水素量

を高めてメタノール，アンモニヤ，メタンに変換

して利用する。これについても詳しくは西崎・吉

田の総説10)を参照していただきたい。

7．木材プラスチック化

セルロースのアセテート，ナイトレート，ベン

ジレー1,は古くからプラスチックとして利用され

てきた。木材それ自体も酢酸からステアリン酸ま

林業技術No.5101984.9

での脂肪酸でエステル化すると，木材は熱可塑性

になり，成形可能となる。メチル化，エチル化，

ベンジル化などのエーテル化による木材のプラス

チック化も検討されている。特にベンジル化木材

は優れた熱流動性を示すとのことである。また，

これらの木材誘導体は有機溶媒に溶解しうること

も見いだされている。このプラスチック化木材は

京大で開発されたもので，木材利用の新しい分野

を開くものと期待される。詳しくは白石の総説ﾕs）

を参考にしていただきたい。

8．おわりに

木質系資源をはじめとするバイオマス資源は低

密度で存在し，収穫・搬送にエネルギーを必要と

するばかりでなく，それ自体経済的に価値の低い

ものである。それ故，その利用にあたってはその

成分を総合的にむだなく利用するとともに，省エ

ネルギー型の変換法が開発されなければならな

い。本稿では，現在検討されている変換法につい

て簡単に紹介した。このほかにも樹皮や木材に含

まれる抽出成分の利用なども併せて検討されてい
、

るが，それらについては他書にゆずった血)。

（しみずかず霞ざ鰯麓鱸裳繍）
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’ 佐々木恵彦

バイオマス産業用原料としての

森林資源の造成

’

最近，「バイオマス」という言葉がマスコミでも使わ

れるようになってきた。元来，「バイオマス」とは生物

の現存量を意味し，地球上で植物が固定する太陽エネル

ギー量の指標として使われていた。しかし，最近では広

い意味に解釈され，利用可能な生物起源の資源化可能な

物すべてを含んでいる。バイオマスは有効に利用できれ

ば，エネルギー，食種，飼料，工業原料として重要な価

値をもつようになる。しかも，資源の節約，省エネルギ

ー化が可能になることは，使い捨ての浪費型生産方式か

ら回収再生利用を行う省資源型の生産方式への転換を促

進することになる。

バイオマスの中では，森林のもつ力量は飛び抜けて大

きい。しかも，他のバイオマス資源と比べて水分含量が

少なく，有用成分が濃縮された状態になっているため，

利用しやすい。また，林木が永年生であることがバイオ

マスでは利点となる。1年生の農作物は秋がくると枯れ

てしまい，収穫しないと分解して有機物はなくなってし

まう。しかし，林木では毎年毎年の生長量が木材として

蓄積されていくため，収穫の時期の選択に幅ができる。

トウモロコシでは天候が不順で生長が悪くても，その年

に収穫しなければならないが，林木の場合には翌年まで

待つことが可能である。

バイオマスの利用法として第一にあげられるのは直接

エネルギー化する薪炭などの燃料である。わが国では薪

炭の利用は木材需要の1％以下であるが，世界的には木

材供給量の半分以上が薪炭材といわれている。乾燥地帯

や森林限界にある国々では薪生産のための短伐期造林が

計画されている。しかし，このような単純なバイオマス

の利用ばかりでなく，最近では高度な変換技術を用い，

木材の主成分であるリグニン，ヘミセルロース，セルロ

ースを利用する研究が進められている。特に，固定化酵

素などのバイオテクノロジー技術の発達や木材などリグ

ノセルロースを分解可能にする前処理技術の進歩によっ

て，木質バイオマスの新しい利用法が急速に現実化しつ

つある。その－つの例が木材の飼料化である。高温，高

圧処理によって，木材のセルロースを酵素によって糖化

できるようにしたものを牛やヤギなどの反すう動物に与

えると，動物の胃の中に共生する微生物の出すセルラー

ゼ酵素によってセルロースは消化される。このほか，セ

ルラーゼによってセルロースを糖化し，この糖に菌を培

養し，菌体蛋白や代謝産物としてアルコール，アセトン

ブタノールなどを生産することも可能である。このよう

に，木質バイオマスの新しい利用法の開発とともに，こ

れらの原料となる木質バイオマス資源の確保についても

考えなければならない。

現存するバイオマス資源と新しし､資源の造成

1）現存する資源

現在わが国に存在する森林バイオマスのうち利用可能

と思われるのは，広葉樹の蓄積の一部，針蕊樹の除間伐

材，それに林床植生のササ類などである。広葉樹の中で

は，シラカンバ，シナ，シデなど比較的低質材のほうが

成分利用に適している。このほかクヌギ，コナラなどシ

イタケ原木を生産する時に排出する枝条類も経済的な搬

出方法を開発すれば，利用可能になる。特に，全木集材

により枝条をつけたまま土場まで集材できれば搬出費の

軽減ができると思われる。さらに，廃ほだ木もセルロー

ス用資源として利用価値がある。廃ほだ木はすでにキノ

コ栽培によって脱リグニン化力雄んでいるた砂，変換し

やすい状態になっている。

里山広葉樹林は比較的低利用の状態におかれている場

合が多く，その生長趣も年平均2～4nfと非常に低い。

バイオマス的な利用が発展するためには，こうした林の

生長量を増加させることが重要である。生長量を増加さ

せることは資源を増大させることばかりでなく，収税必

要面積を少なくすることにもなる。

針葉樹の除間伐材をバイオマスとして利用する方法に

林業技術No.5101984．9
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ついては，現在も研究が進められているが，少なくとも特に，農業的な集約栽培によって林木を育てる方法が注

カラマツ，マツ，トドマツなどの樹種ではセルロースを目されている。

静来で分解できる見通しを得ている。2）バイオマス用超短伐期林（ミニローテイション）

ササ類の蓄積は比較的大きく，バイオマスとしては無これまで林水の生長は農作物に比べて遅いという通説

視することはできない。種類によっては，蓄穣量がヘクがあり，畑栽培のような集約的方法には適さないといわ

タール当たり100～2001､ンの乾物重量となる。特にチれてきた。しかし，農作物と林木とは同じような条件で

シマザサ，アズマネザサは大きな現存量をもっている。生長を比べたことはないばかりでなく，腱作物のように

現在効率的な収稚方法，繁殖再生機能の研究を進めてい若い枝や葉を利用されることもなかった。ところが，木

るが，バイオマス資源として非常に興味あるものの一つ 材の成分利用とか牛の飼料という話になると，幹の通直

である。性，材質，大きさ，長さなどは二次的な問題となり，量

このように，森林バイオマスの中で利用可能と恩われさえあればよいということになる。量的な生礎のために

るものはかなりの量になり,統計的には1,000万トン/年は単位面積当たりの収最が多くなることが最も大切であ

を超えると推定されるが，搬出，輸送のコストや需要度る。しかも，初期生長が速く，短期間に蓄積が大きくな

の高い地域と生産力の高い地域が合致していないことなるような樹種を選ぶことによって，早く収種することが

どから，必ずしも十分なバイオマス資源量が必要な場所できる。収稚後の再生産を省力的，経済的に行うため，

に存在しているとはかぎらない。したがって，積極的に萌芽更新とか天然下極更新が容易な樹種が望ましい。さ

バイオマスを造成する方策を検討しなければならない。らに，いろいろな環境条件に適応し，広範囲な地域に植

表･1世界諸国におけるバイオマス造林

[L･Zs""'IWIWWWWidWMt"P;"XVnIUFRoWo唾,dCongress,ProceeXVIIIUFROWorldCongress,ProCeedingDiv.III.より要約〕

|_且
プラジル

｜韓喝塁蓋淵鑿聯瀞，ユーカリ アルコール生産積

芦

ロ

カナタ

フィンランド

アイルランド

ニュージーランド

ブイリピン

スウェーデン

ポプラ

ヤナギ・ポプラ・カンパ・
ハンノキ

ハンノキ･クリ・トネリコ・
ポプラ･ヤナギ･ユーカリ

ヤナギ・ポプラ・ラジア
ータマツ

ジャイアントイピルー
イピル

ヤナギ

アメリカ｜ポプラクローン
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Short輪伐期：伐期10年，植付3×3m，

mini輪伐期

期待胸簡直径20cm,樹高18m，
生長量20×30,3/ha/yr．

:伐期1～3年，植付0．3×0.9m，
生長量15乾トン/ha/yr．

midi輪伐期：伐期5～6年，窒素固定植物と混
植

機械または薬剤地ごしらえ・下刈り，病虫害

難畠雛避普縄桜溌蓋?う。

植栽密度,育林法，伐期の研究｡
期待生長量12トン/ha/yr.

ヤナギクローン：植付3×3m|～1.2×1.2m,伐jﾘ1
1～2年，期待生長量8.9～30.8乾トン/ha/yr.

密植（0.3～3m),伐期4～6年，期待生長量5～
25乾トン/ha/yr.収穫後萌芽更新

生長量20乾トン/ha6r.植付0.75×1.25m,
伐期2～3年，放棄農地と泥炭地利用，かんがい，
"IB,機械収搬の研究。

パルプ・紙工業用として
計画されているが，エネ
ルギー生産にも適用でき
る

国内エネルギー自給率を
28％から40％へ高める
（1990年までに）計画

発電用ビートの代用

|〆ｨｫﾏｽｪ…‐
|繍鶏鯛驍ゞ
木質エネルギー自給率8
影を46影に高める計画
(2015年までに）国土の
6～7影のエネルギー造林

伐期4年，密植，集約栽培，肥培，かんがい，緋バイオマスのエネルギ一
転，成長量20乾トン/ha〃垂 寄与率2％を6％に高め

る（2000年までに）計
画。

(蜂屋欣二，1984）



写真･1王子林木育種研究所で行われているポプラのミニ

ローテイション栽培，2年目の7月の生長状態。

すでに樹商は3mを超している(闘桶文敏氏撒影）

えられる樹種および品種が求められている。利用面で

も,まず材の分解が容易であること,成分の含迩が高いこ

とが樹種選択の重要な条件となる。このような条件を伽

えた林木を集約的に栽培して，多年生のI､ウモロコシ畑

のようなものを作るのが超短伐期造林（ミニローテイシ

ョン）である。諸外国においても同様の考え方で，表.，

のような目標を設定して研究を進めている。

わが国においては，農林水産省大型別枠研究バイオマ

ス変換計画の中で，ポプラ，カンパ，ユーカリ，ギンネ

ム，アカシア等について，ミニローテイションの可能性

を検討している。中でも，ポプラ，シラカンバは耕転し

た畑に施肥を行い，きわめて農業的な栽培を行うことに

よってトウモロコシ並みの収量をあげる可能性がでてき

ている。

ポプラ類：王子製紙林木育種研究所を中心にして，ポ

プラ類のミニローテイションの研究を行っている。ミニ

ローテイションのためのポプラの品唖の開発が王子林木

育種研究所で進められているが，まず山地にも適応する

ドロノキ系およびヤマナラシ系のポプラから生長の速い

ものを選抜し’さらにこれらの交雑品砿を作出した。高

生長を維持するため，耐凍性，サビ病抵抗性，耐乾性，

開葉期から落葉期までの生長期間の長いものなどの形質

が検定されている。特に，サビ病抵抗性は光合成の低-F

を防ぎ，抵抗性品種は平均よりも60影以上生長が良い

といわれている。また，耐乾性も重要な特性であり，夏

の乾燥期の水分欠乏条件下でも生長が低下しない品種が

認められている。一般に，夏の附天では水分欠乏が起こ

り，光合成が60％程度まで低下するといわれている。

このような優良品種を植栽することによって雄罐儲を増

大させることが可能である。

4謹景を増加させるためには，良い品種を作出するば

かりでなく，栽培法を集約化することが必要である。ポ

写真･2アズマネザサの密生地。このササは条件がよ
いとヘクタール100トン以上の蓄稜となる

13

プラは土層の深い土壌で生長が良い。したがって，畑地

のように耕転することによって生長が著しく良くなる。

また，施肥の効果も大きい。サビ病，カミキリ，ケムシ

などの病虫害防除のための薬剤散布も場合によっては必

要である。しかし，畑地栽培によるミニローテイション

で最も重要なことは生長量に適した植栽密度の設定であ

る。従来型の造林では，長年月かけて木材を生産するた

め，初期生長はそれほど問題とならない。したがって，

従来型の造林では植付当初は，面積当たりの生長量はき

わめて低く，個体当たりの占有面積は大きすぎる。バイ

オマス雄嘩型の新しいミニローテイションでは植栽密度

を非常に高くして，短期間に最大律産景に達する密度に

して，土地の利用効率を高くする必要がある。生産量が

ほぼ最大に達する密度というが，この最大密度は林齢に

よって異なる。もっと正確にいうと生長の速さ，または

個々の樹休の大きさによって最大密度は変わってくる。

したがって，いつ収雄するか，またどの程度の収穆量を

期待するかによって植栽密度が変わってくる。

王子林木育種研究所におけるミニローテイションの試

験結果によると，ヘクタール当たり6万本を植えた場

合，植付当年の地上部乾物生産量が6.5トン/ha,このう

ち幹部分4トン/h敬，葉量2．5トン/11a,材積にして約12

Inpとなった。2年目には年平均生長量15～20トンハaに

達するのではないかと期待されている。過去において，

原野で粗放な密植栽培を行った結果では，植付当年に

1.6トン/1'aの生長しか見られず,集約的な畑地栽培によ

るミニローテイションは2．5倍の生長を得られることが

わかる。

このような集約的なミニローテイションでは，隔年刈

取りまたは4年据置収溌などの収種方法を考えている。

今後新しい高生長品種の選抜が進めば，目標の年平均生

長鐙201､ン/11aも夢ではない。さらに，初回の収穫後，

林業技術No.5101984.9
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ドロノキは株萌芽による更新が可能であり，ヤマナラシ

は根萌芽による再生を期待している。したがって，2～

3回の収渡はきわめて省力的に行え，コストの軽減にも

つながる。

年平均生長量，収穣量，収漉年齢などが未定のため，

集約的なポプラ栽培法による経済性の検討は行っていな

い。しかし，牛の粗飼料として自給する場合には，トウ

モロコシ生産と同じかそれより経費は少ないと思われ

る。特に，2～3回萌芽再生林の収稚を行うことができ

ることが利点になる。また，キシローズなどの付加価値

の高い産物が副産物として生産できるようになれば，集

約的ミニローテイションはもっと実行可能になると思わ

れる。いずれにせよ，林木でも短期間にトウモロコシ並

みの生産をすることが可能であることがわかる。

シラカンバ：ポプラと同様にカンパ類を用い，集約的

な畑栽培ミニローテイションの試験が東京大学農学部附

属北海道演習林と林業試験場東北支場で行われている。

ダケカンバ，ウダイカンバ，シラカンバ，欧州シラカン

バなどの初期生長を比較した結果，シラカンバの初期生

長が良いことが認められた。しかも，木材中のセルロー

スを利用する場合，シラカンバがいちばん分解しやすい

樹種であることがわかった。

シラカンバの場合，挿木による繁殖が難しいため，優

良品種の選抜が難しい。しかし，生長の速い優良個体を

母樹とした実生苗木の生長も良いため，母樹を選定する

ことにより生長の良い苗木の生産が可能である。また，

シラカンバは地域型（産地）があり，母樹の存在する標

高，緯度によって生長の特性が著しく異なるため，地域

に適した種子源を得ることが大切である。優良系統をク

ローン化するた必，マイクロプロパゲーションの可能性

を検討している。

シラカンバの施肥の効果が大きく,N量が300kgま

で樹高生長に施肥効果が認められ，樹高は無施肥の2．5

倍に達した。しかし，最も効率的な施肥量は100～150

kgN程度と考えられている。ポプラ同様，耕転の効果

も大きい。したがって，集約的なミニローテイション方

式では，施肥と耕転が必要条件となる。

シラカンバは比較的初期生長の早い樹種であるが，7

年以内の超短伐期を目標にし，単位面積当たりの収量を

最大にするためには，ヘクタール数万本の植栽密度を必

要とする。東京大学北海道演習林における試験経過を見

ると，苗の植付当年には，5～10万本/haで地上部の乾

物生産量が3.0トン/haであったが,2年目には8.3トン

林業技術No.5101984．9

と2倍近い生長を示した。施肥区の最大は2年目で10

トン近い蓄積を示した。2年目までの結果では，ポプラ

の優良クローンのほうが生長しているが，カンパでは生

長の良い品種の選抜がいちばんの急務である。

これまでカンパ類の萌芽更新は少ないといわれてきた

が，東大，林試北海道支場林試東北支場いずれの研究

グループもシラカンバは萌芽更新が可能であることを明

らかにした。東大演習林の試験では，刈取収稚後萌芽に

よる再生はきわめて良好であり，萌芽による再生林の誘

導は十分可能性がある。また，播種による造林も可能で

あり，ポプラにはない利点もあるため，さらに研究を進

めていかなければならない。

その他の樹種：畑地栽培方式によるミニローテイショ

ンの可能な樹種としてアズマネザサが考えられる。アズ

マネザサも深い土層を好み，地下茎によって急速に繁茂

する。地下茎を短く切断して値付けることによってササ

生地を造成することができ，最大蓄積量に達するには7

～10年程度必要とすると推定されている。ササの利用技

術が開発されれば，ササを栽培することも考えられる。

戦後早生樹として導入試験を行ったモリシマアカシア

はきわめて高い生産力をもち，山地においても10年未

満で年平均生長量が10トン/1'aを超えることも多い。し

かし，凍害を受けるため，適地が限られている。

このように，林木も畑栽培によるミニローテイション

林を作ることによって，5年未満の短期間にかなりの生

長が期待できる。特に，バイオマスの変換技術の進歩に

よって，新しい形の造林法であるミニローテイションが

意味のあるものになりつつある。

（ささきさとひこ・林業試験場造林部造林科長）
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第30回林業技術賞･努力賞第17回林業技術奨励賞

業績紹介

本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に大なる功績をあげられたと認められる業績を対象に，毎年5

月に開催される総会の席上で本賞を発表し，表彰を行っています。今回は，大北英太郎氏（林業技術賞)，諌本

信義氏（同)，佐藤勇吉氏（林業技術賞努力賞)，山下幸利氏（林業技術賞努力賞)，大住克博氏・小池貢氏・

木平勇吉氏・堤竜二氏（林業技術奨励賞）の方々が受賞されました。

口林業技術賞□

我が国における林木評価

慣用法について

鳥取大学農学部大北英太郎

明治以来，林木評佃肢術は，ドイツ林学に源を発し，

進化普及されてきているが，わが国の民間では各有名林

業地を中心に林木生産技術上の永い経験と工夫によって

各林業地特有の慨用法が存在し，古老から伝承されてい

る。これら各佃用法について科学的根拠を明らかにする

目的で著作した。

この著作は第1編は4章，第2編は3章，第3編は9

章からなり，各編の内容をみると次のとおりである。

第1編での著述は，林木評価の発生，史実を中心とし

て述べる。すなわち，林木評価は林木を客体としてその

経済的価値を評定することであり，まず客体の物質測定

が基礎となる。林木評価法と林木測定法は不離一体の関

係である。技術としての基雛は，人間が山林を利用する

段階から生まれてきたが，当初は採取林業から端を発

し，商品経済の発展とともに貨幣価値的評価へ移行す

る。各地方の立木測定単位あるいは木材取引き上の単位

は相違する。これは木材の利用流通が個別的で統一市場

の形成されていない段階で各地方の木材経済の中から生

まれたのが慣用法であろう。日田・智頭・天竜の各地方

について償用法の計算柵造によって，各林分収稚表から

経験係数を逆卸:してみると，いずれも形数法の一種であ

る。測樹技術の発展過程では，1700年代からの記録に

もとづき和蝉の円周率は3.16を使用していることを明

らかにする。

慣用法の種類は，次元の相違によって，各地方の発生

も相連するが，採材材種を基本に分類して型をきめるこ

とができる。

慣用法の共通的特徴は，理論的には形数法であり，経

験係数は胸高形数等を因子とする一.一法，四.一法，五

・一法があり，原理は同一である。

第2編での著述は，鳥取県智頭林業の沿革を述べると

ともに鳥取県智頭地方における慣用法である「元木計算

法」の発生基盤が智頭林業の形成過程の中で，どのよう

な関連をもって成立してきたかを検討する。藩政期には

林野利用と木材生産ならびに造林の展開は鳥取藩が担い

手となって行われ，林業が成熟し木材の交換価値の認識

がゆきわたる経過を明らかにする。

現在でも使用されている「元木計算法」の原理を明ら

かにし，その計算法の種類についてみると，単木求職法

では5種類，林分求積法では3種類に整理される。

「元木計算法」の繩成因子である「元木銭」と「倍率」

について，その成立してきた原因をみると，材積倍率と

価絡倍率との関係は次のとおりであり，価格倍率が物価

指数的性格を伽えている。

基準的材積係数単位×採材集約化による修正係数
（元木銭）（材積倍率）

＝利用材砿

塾準螺瀧辨位

×(採材集約化による修正係数×立木単価）（材職倍率）
、 ／

元木銭1銭当たりの山元価格
（価格倍率）

＝立木ｲilli格

雛3編での著述は各論として各地方の慣用法の内容と

椛造を明らかにする。

材錐技術No.5101984.9
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奈良県吉野地方では筏見讃り法がある。筏の規格，柵

み方，素材規格を明らかにし，山林の林木を筏に組むも

のとしての材績計算法であり，さらに樹幹細り係数法が

ある。

大分県日田地方には肩見積り法がある。その理論を明

らかにしたが，一・一法と言うことができる。

三重県尾鷲地方の材讃計算法があり，山林の係数を使

用する材積計算法もあるが，後者は理論的には一・一法

である｡

和歌山県熊野地方の材溌見讃り法は四・一法であり，

筏の薑まで材積計算をする方法もある。

徳島県木頭地方の材積見職り法は，智頭地方の「元木

がえし法」と類似し，1番丸太を基準とする倍率計算の

方法等も存在する。

鳥取県若桜地方には元木類似法があり，島根県出雲地

方には四つ折法があり，いずれも四.一法であるが，出

雲地方の慣用法は平均的胸高形数を使用している。

静岡県天竜地方の慣用法は五・一法で「杣式」とも言

われている。

宮崎県妖肥地方には弁甲材の片見綴り法があり，その

係数の根拠を明らかにする。

島根県隠岐地方には弁甲材の閥瀬見破り法があった

が，すでに消滅している。高瀬手板は1818年の古文書

記録が避礎になっている。

〔主要目次〕

第1編林木評価償用法の総説（慣用法の発生／その

史実／その類別）

第2編鳥取県智頭地方の林木評価慨用法（その沿革

／元木計算法／抜討）

第3編他地方の林木評価悩用法（奈良県吉野／大分

県日田／三重県尾鷲／和歌山県熊野／徳島県木頭／静

岡県天竜／宮崎県妖肥／島根県隠岐ほか）

（日本学術振興会発行A5判･234頁）

口林業技術賞□

ヒノキ人工林の生長と形

状に関する研究一大分県

におけるヒノキ林について

大分県林業試験場諫本信義

1．はじめに

林業技術No.5101984.9

マツクイムシ枯損跡地の造林樹種としてヒノキが第一

に取り上げられた結果，九州においては昭和40年代以

降その造林面識が急速に拡大されており，このヒノキの

適地外拡大は，造林学的にまた林業経営のうえで新たな

問題として提起される可能性が強い。このためにはヒノ

キの生長や樹幹形状と立地条件との関係あるいは経済

性などを含め，より詳しい調査や解析が必要となってき

ている。

本報告はこのような状況の中にあって，大分県下のヒ

ノキ林260カ所の林分調査資料をもとにヒノキ林の林分

椛造を把握し，また生産力や樹幹形状について解析を加

え，ヒノキのもつ樹種特性について考究したものであ

る。その概略は次のとおりである。

2．ヒノキ人工林林分収穫表の調製

大分県下260カ所の標準地資料をもとに三等区分によ

る収融表を調製した。同県における収穫表は，これまで

簡易収櫻表や九州全体を込みにした九州地方ヒノキ林林

分収税表（林野庁・林業試験場1957）に依存していた

が，今回の調製により同県におけるヒノキ林の林分構造

が明確となり，今後のヒノキ林にかかる経営や収謹，除

間伐の推進，資源予測など地域に密着したきめ細かな施

薬指針の樹立が可能となった。また樹幹解析における

胸高直径と樹高のデーター1,799個を用いて上部直径

(3.2,5.2,･…･19.2m部位）を重回帰式により推定し

たが，地位別および全体を込みにした場合とも高い精度

で予測することが可能であった。細りは地上7.2m部位

までは胸高直径と密接な関係力i認められたが，それ以上

の直径は樹高との関連が高かった。

3．ヒノキの生長と形状に関する究明

ヒノキの生長はスギと同様水分環境と密接であり，谷

筋，山脚の適潤性土壌において良好であり，尾根や山腹

上部の乾性土壌では不良となる。ただスギと異なること

は，地味の良否に対する生長の較差がスギにくらべ明ら

かに小さいことで，本県の場合，林齢40年生時におけ

る地位(1)と地位（Ⅲ）における樹高差はスギで10.4

Jnlヒノキでは5.5m,林齢80年ではスギ14.7m,ヒ

ノキ6.9mとなっており，地味の良否による樹高較差は

スギの約1/2程度と算定された。ヒノキはスギにくらべ

劣悪な林地によく耐える樹種として知られるが，これは

立地条件の良否に対する生長差がスギほど顕著でないこ

とが，その素因になっていると推測される。

またヒノキの生長にとって注目されることは，土壌ぼ

う軟で集水力の高い肥沃地では，樹高生長も旺盛である
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多くなり，当署では56年度冬山事業において2セット

Wハイリード方式を計画した。しかし，当箇所は急峻で

地形条件が悪く，林道と土場の関係，横取り距離の制

約，ワイヤロープの磨耗，張替回数も多く，安全性に多

くの問題点があった。

そこで52年ごろから300m前後のスパンによる架線

方法を簡単にし，副作業を少なくできる方法を設計し，

ほぼできていた。そして，軽架線用の特殊なキャレージ

を2個製作し,使用したところ一応の成果があったので，

56年度秋田営林局業務研究発表会において発表した。

織面図

上面

がそれ以上に肥大生長への影響が大きく，樹幹型として

は“うらごけ”になる傾向が強く，トックリ病にみられ

る根元部の異常肥大の生じる可能性力塙い。

これに対して土域が比較的堅密で粘性のあるしまり気

味の土域においては，肥大生長が抑制され，樹幹は完満

となりやすく，形質的には良質の材の生産に適すること

が認められた。これら立地環境因子以外にヒノキの樹幹

形状の変化に強い影響を与えるものは林分の密度があけ’

られ，ヒノキの良材形成には適地の選定とともに密度管

理の重要性があらためて指摘された。

このようなことから，ヒノキは生育空間の広さ（林分

密度の低さ）と恵まれた水分環境条件が与えられれば，

肥大生長が過剰に促進される特性をもつ樹種として認識

される。しかしながらこの特性は林分の密度を高める，

あるいは入念なる枝打ちを繰り返すという施業の導入で

回避可能であり，また立地的には集水条件が中庸で風当

たりの弱いそしてやや堅密で粘性に富む土壌を有すると

ころを選べば，その特性は制御可能となる。

4．ヒノキの経済限界に関する考察

立地環境の述いにより生産力は異なるが，大分県の場

合，ヒノキの生長は地位指数(40年生時における主林木

の樹高値)で大体6～24の変域をもち,平均的には15～

16の値をとる。地位指数が高くなれば，幹材よりの製

材歩止まりが増え，40年を基準とした場合，その利用

率は地位指数6で45％，16で56％，14で76％，18で

90％と向上する。これら地位指数ごとに利用率を加味

し，年平均純収益予測式でヒノキの経済限界を予測した

ところ，地位指数12以下とそれ以上では，利用率を含

めて，幹材積生産量，立木価格など質的，量的に明らか

な差異が認められ，ヒノキの経済限界は，一般椛造材を

目的とした場合，地位指数11～12にその分岐点のある

ことを推定することができた。
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図･1製作した搬器

口林業技術賞努力賞□

軽架線用万能キャレージの

開発と架線方法について
’－－Z__W

可

秋田営林局真室川営林署佐藤勇吉 竺一

近年，林道網の充実，人工林の増大等により集材方法

も多用化し，小面積皆伐施業の実施や短スパンの集材が 写真･1

林業技術No.5101984.9
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1．製作に当たっての考え方

①荷吊索（スカイラインにもなる）は2本にして強度

を高め安全性を保つこと

②種々の架線方式に対応できること

③強度は最低2t以上に耐え，重量を軽くすること

④荷吊索を4個のガイドブロックを使い安全性を高め

る

2．製作した搬器（図．1，写真･1参照）

搬器は長さ720mm,幅280mmの鉄板，厚さ16mm

をベースにして次のようにに製作した。

①搬器索引用に両端と左右にo型のリングを取り付け

た

②鉄板の両面を使用し，上面は荷吊索が2本の場合

ブロック4個取り付けられるように4個溶接した

③下面は荷吊索1本の場合，ブロック2個と3個取り

付けられるようにU型を溶接した

3．搬器の特徴

①両面使用できる

②多くの架線方式に使用できる

③重瞳27kgと小型軽量で1人で持ち運びできる

④強度実験の結果，高い強度が得られた

⑤製作費22,700円と安価である

⑥取付けが簡単にできる

4．架線および作業方法（図・2参照）

①14mmのワイヤロープを元柱のブロックと先柱の

ブロックに通し，後方2個のブロックから折返し，元

柱の後方にてスタンプする。一方をドラムに入れて，

これで2本となり，搬器を取り付ける。ブロックがは

ずれないようピンを番線でしばるとよい。スタンプに

は，張力計を使用する。自重降下するので，重錘を必

要としない。

②この搬器使用の場合スカイラインカ§上下するので，

フォリングプロック式が能率的である。また，このほ

か14mmワイヤの両端をスタンプすると複胴ドラム

も使用でき，3胴の場合はエンドレスタイラも可能で

ある。

5．使用結果（この搬器の使用の利点）

①横取り距離が広く，衝撃等が少なくスムーズに集材

が可能

②架線にかかる日数，人数が少なく，副作業が縮減で

きる

③職取りが広いため張替数が少なく，簡単で安全であ

る

林業技術NO.5101984.9
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ク式

図･2架線および作業方法

④張替回数が少ないことから土場数も少なく，安全作

業ができる

⑤地形に左右されないため，土場で索張り方式が変更

できる

⑥荷吊索を降下させるので重錘を必要としない

⑦材の大小により調節できるので，無理な引き出しが

ない

③従来の軽架線に比べて，ワイヤロープの磨耗力沙な

い

6．あとがき

56年より今日までこの方式を使用しているが，架線

においては6人程度，撤去は2時間程度で副作業が少な

く,各署で多く使用していただき,心より感謝している。

架線方法もこの搬器を使用すると，10種の方式が可能

となる。現地に合った方式で無事故で生産できることを

お祈りして本稿をおわります。

－
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口林業技術賞努力賞□ ②切断部位を，正確に打てる

③女性でも，素人でも使いやすく上達が早い

④均質な枝打ちができる

⑤作業姿勢のバランスが良くて，つかれない

⑥高所作業の自由がききやすく楽である

⑦ナタ類に比べて，刃物の研磨（目立）費用等が，安

く経済的である

4．ボタン材の発生原因と，鋸打ちの有利性

①打撃によるもの：鋸は打撃障害を与えず，打繋を原

因とする変色を生じない。

②幹打傷（エラー）：枝隆の末端より幹側に，傷がつ

くと変色が生じるが，鋸打ちは切断位置を正確に打つ

ことができ，この幹傷エラーを少なくする。

③切口が滑らか：アサリ不揃いをおこりにくくして，

縦横自在に切れる改良刃を加え，根株のような樹ﾂﾞち

枝打専用鋸開発について

株式会社中埜林業山下幸利

1°はじめに

枝打ちは，生産目標によって打つ時期や，切断位置

も，変わると考えられます。したがって，枝打器具，技

術，労務も，必然的に目的に合った対応ができていなけ

れば，良い技打ちにつながらないと思います。

私は，過去自林の枝打ち失敗の経験から，人，技術，

器具の，3側面より枝打ちの実態を見直し，枝打ちの良

否は器具の，よし，あし，によるウエイトが大であると

考えて，種々の刃物試験を実行してきました。

その結果，枝打専用鋸の開発にたどりつき，多くの有

志から好評を博しているので報告します。

2．開発枝打専用鋸の特長

従来鋸のアサリ不揃い欠点を改善した。また横挽・縦

挽刃を両用活曜させて，①切口を滑らかに，②り．ズミカ

ルで，③複雑な枝隆部もシャープに切断できる機能を具

備させた。

3．鋸枝打ちの利点

①安全な枝打作業ができ，ケガが出ない

図･1木目，説明と鋸打作業解説図

剣龍改良刃240mm規狢

全長…大幅|刃数想膨ゞ
捌珊wwl.".,:辨乳

ピッチ

3.0～4.0

元刃先刃

(山下式）枝打鋸のよい使い方(平均的）

A図．度数､時計表現 B図．木目表現

c図切断律“」。図切断"綴
（左）切りはじめ（ｲfノ切りはじめ

／／‐込

スベリ目(上方）スベリ目(上方）６

９
８
０

。
Ⅱ
１
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〆
》
【
ｍ
Ｕ

ｌ
Ｉ

(イfノ切りはじめ

／／

(左）切りはじめ
12鴨12鴨

１
Ｊ９

２ ）

8

6時

サカ目〈下方）

6時

サカ目〈下方）

」 l
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6時

序
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叩
β
《
又
〕
心
搾
呵

序
心
叩
β
《
又
〕
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搾
呵
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ト
ー
ユ

Ⅱ

切りじまい5
時

まとも打イi)

切りじまい5
時

まとも打イi）

切りじまい切りじまい

一回切断の図

(12時より6時まで）

一回切断の図

(12時より6時まで）

1吋
l皿W

’’
fの平かえし打l狂ノfの平かえし打l狂ノ
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部も，滑らかに仕上げられる。

④割れ込み：枝の重みによる割れ込みは，二段切りす

ることができ（一目前方で切り落とすまたは支へ切り

等)，割れ込み防止対処がしやすい。

⑤剥皮：①②③④⑤は，複合的に生じるナタ類刃物

の，大なる欠点であるが，鋸打ちにはこれ力沙ない。

5．鋸打ちの基本的な考え方（図・1）

ABCDはいずれも正円枝打ち切口で，「0度」は12

時'｢180度」は6時とする。

B図は12時より6時まで，1回に切り下げた枝打ち

箇所の木目と仮定する。B図上方（180度内）9時より
●●●●

右回り3111餅までは，およそスベリ目となる。下方(180

度内）3時より左回り9時までは，およそサカ目とな

る。

サカ目は，竹の子木目の板を末ロ前方で，カンナがけ
●●●■

した時，晩材部（秋材）がさかもげてくれこむようなこ

とで，これをなくするため，板を元口前方に回しかえて
●●●旬

カンナをかけ直すと，きれいに削れる，これをスベリ目

と呼称する。

枝打ちの切り方で外側年輪から，中心年輪へ切る刃物
●●●●

進行は，良い切り方のスベリ目。一方反対に，中心年輪

から外側年輪へ切る刃物進行は，良くなりにくい切り方
●●●

のサカ目と言える。
●●●●●◆●

このようにスベリ目，サカ目，を理解することによっ

て，鋸枝打ちの良さを出した確実性の高い，枝打ちの普

及ができる。すなわちできるだけ，スベリ目率の高くな

る方法と，大事な切じまいも合わせて，平均的な打ち方

をC,D図に示した。

6．おわりに

申すまでもなく，種々の枝打ち体系や，個々に良い器

具もあると思います。能率も大切ですがややもすると，

大事な器具使いが軽視されていないだろうか。枝打ちは

見方を変えれば樹木に対する，整形手術だと思います。

能率も大切でしょうが，枝打ちの目的を安全性が高

く，確実に実行できる鋸を，いま一度見直すべきではな

いでしょうか。

口林業技術奨励賞□

保続計算に関する研究
-ALPSの開発

長野営林局大住克博
（現・林業試験場東北支場）

長野営林局小池貢

信州大学木平勇吉
松本計算センター堤竜二

1°はじめに

資源の保続は，林業の最も基本的な課題である。した

がって森林計画の策定にあたっては，施業を行うことに

より，将来，森林がどのように変化していくかを予測す

る必要がある。このために国有林では，「保続表および

保続集計表作成要領」により定められた保続計算により

シュミレーションを実施しているが，多量のデータを処

理するので，計算が繁雑で長時間を要している。

ところで，この保続計算は唯一の正解があらかじめ決

まっているのではなく，施業上の条件をいくつか想定す

ることにより求められる多くの代替案の中から，計画者

が最適と判断するものを選び決定する作業であるといえ

る。したがって，より良い解を選択するためには，より

多く試算を繰り返す必要がある。そのためには，計算過

程は計算機との会話形式をとり，しかも容易に短時間に

行えることが望ましい。そこでパーソナルコンピュータ

ーによる計算を計画し，保続計算プログラム｢ALPS」

を開発した。

2.ALPSの内容

プログラムはBASIC言語で書かれ，機器構成は計

算機本体，フロッピーディスク，ディスプレイ，プリン

ターである。計算の方法は「保続表および保続集計表作

成要飼によっている。計算の実施手順としては，準備

段階として，①対象となる森林の構成の現況，伐期齢，

伐採方法，更新方法，更新樹種などの施業基蕊そして

適用する収謹予想表など，保続計算に必要な基礎資料を

計算職に与える。次に計郷に入り，②計算磯は，ある分

期における森林の柵成を算定し，その中から伐期齢に達

し，かつ施業基準に盛り込まれた伐採規制に抵触しない

林分を集計して，これを伐採可能材積として表示する。

③計画者は，伐採可能材職の脆囲内で，その分期におけ

る伐採計画材積を指示する。④計算機は，この指示に従

遡
嘉

林業技術No.5101984.9



い，分期中の伐採，造林，成長に伴う面職および蓄職の

移動を整理し，次分期の期首の森林の雛成を作り出し

て，②の手順に戻る。この計算の繰り返しを将来の必要

な分期まで行い，一つの保続伐採計画をつくる。そし

て，このようにして作られたいくつかの保続伐採計画の

中から，計画者が最適と判断したものを最終保続計画と

して決定し，標準伐採量を決定する。その後に，⑤清書

用プログラムにより，計算結果と計算に使用した基礎資

料を整理し，清書して保存する。

計算過程のデータは，主伐・間伐別，施業団別，樹種

別，齢級別に細分された形と，それぞれの段階で集計さ

れた形とで表示される。したがって，計画者は，伐採計

画材積を細分された単位ごとに指示することも，包括的

に指示することも可能である。また，一つの計画につい

て，必要な時点（分期）から計算を再開して修正するこ

とができるので，試行錯誤が容易である。さらに，漸

伐，択伐などの長野営林局の特色ともなっている非皆伐

施業や，更新樹種，伐期齢，保謹樹帯の設定などの施業

計画区ごとに異なる施業条件にも対応できるように設計

されている。以上,ALPSの内容について概略を示し

たが，詳細については長野営林局計画課編『会話麺保続

刊行のお知らせ，．．‐･‐‐－…＝

GreenSurveyfromtheAir
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計算ALPSの解説』を参照されたい。

3．おわりに

長野営林局においては，昭和56年度より3年間にわ

たり，このALPSに改良を加えながら木曽谷，伊那

谷，千曲川上流の各地域施業計画区について適用をして

きた。

その結果，プログラムの実用性や，計算時間の短縮に

おいて，ほぼ満足すべき成果を得た。保続計算の試算が

容易になった結果として，施業条件を様々に変えての試

行錯誤が十分に行えるようになり，計画者が施業計画の

より深い検討を行えるようになったと言える。しかし，

現行の方法はまだ不完全なところも多いので，今後は，

「保続表および保続集計表作成要飼に準拠する中で，

「従来の手計算をいかに計算機化するか」ではなく，

「いかに論理が整然として，わかりやすい保続計算方法

に整理していくか」の方向を目指す必要がある。具体的

には，現行の保続計算では齢級が最小の計算単位となっ

ているが，保続計算と計算の対象である現地の林分との

整合性をより持たせるため，4班を最小の計算単位とす

る保続計算のプログラムの開発を検討していきたいと考

えている。

T■■■■曲■－曲凸｡守

寺

債一一一

空からはかる‘‘緑''の技術
監修中島巌

B5判,52頁カラー定価900円（〒共）

本書は，空中写真の理解と活用について，カラー
写真を多く取り入れ，目でみる教材として初心者に
もよく理解できるよう，編集されております。研修
・講習等のテキストとしてもご利用いただけます。

〔内容〕。,mmj懸瓢』

1．森林を空からはかる5．写真図（写真地図）
2．空中写真の知識6．空中写真の判続と利用
3．簡易な地図の作り方と各種の測定7．リモートセンシング・人工
4．図化機による測量衛星写真の利用

森林航測第,43号調薬瀞繍繩謙
〔143号（59年8月発行）内容〕
植生と土壌一梓川上流横尾谷右岸洪潤地の森林と土壌（林試土城部・加藤正樹，小林繁男）／空中写真に
よる広葉樹のバイオマス量の推定（林試経営部・長谷川訓子）／レーダ画像のリモートセンシング（アジ
ア航測K､K.・渕本正隆,早川情二郎)/昭和59年度森林測量事業予算の概要(前林野庁計画課・岡村敏
雄）／森の履歴書一伊勢の神宮宮域林（神宮司蝿営林部・木村政生）／紋様百態一空から見た大地の表情

一一・・一・発行日本林業技術協会

林業技術No.5101984.9
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3．録音機の使用により，風雨時

や厳冬期でも作業が容易にできる。

4．従来方式に比べ，約3倍功程

がアップし（2名作業から1名作業

へ)，したがって検知業務の改善に

より現場計測員の採材指導が行き届

き，低価格原料材生産の抑制に効果

をあげるとともに，広葉樹の高品質

端尺の利用等，新商品の販路開拓，

針葉樹の特殊材長素材の生産および

販売等積極的な販売面における取り

組みができた。

5．検知業務のあと明細書作成事

務へと続くので，さらに「簡単なマ

イコン活用による明細書作成事務の

効率化」に取り組む考えである。

うに測量用の2m|振出しポールの先

端にパイプとスプリングを利用した

取付器具を付け，これにスプレーを

はめ込みスプレーの底をスプリング

で押え固定する。また，スプリング

はクサリによってポール下部の操作

引金に結び，操作引金を引くとスプ

レーから塗料が噴霧され素材への標

示作業を行う。さらに，ワイヤレス

ヘッドホンと腰に装着したカセット

テープレコーダーを利用して録音

し，検知結果を記録する。

Ⅲ結果ならびに考察

’・本操作器の使用により，転落

などの危険が防止され，また踏台移

動の手間を要しない。

2．はいの高さにあまり関係な

く，一定の能率で作業ができ，また

現場での野'脹記戦の手間が省け，正

確かつスムーズに検知できる。

'4．0cm

林野庁長官賞

はい検知の簡易化について

北海道営林局定山渓営林署

定山渓製品事業所

蛸島義男・山内省市

Iはじめに

山元土場における検知作業の効率

化を図るため，57年度にスプレー

の遠隔操作器を試作し，ついで58

年度に検知野帳に替えカセットテー

プレコーダーを使用することとし，

この2つの併用による検知作業の実

用化に取り組んできた。その結果，

計測業務の正確性ならびに能率向上

に大きな成果が得られたので報告す

る。

Ⅱ器具の開発

スプレー遠隔操作器具は，図のよ

林野庁長官賞

有利採材とホルダ､－の改良図のよ

’．5Cnl

ｰ1

＃
〔

Ⅱ

樟一一吋

T
（冬用）
泥落し

7．0cm
－判

T
（夏用）

丁 丁 大阪営林局山口営林署

滑製品事業所

安井辰夫・石川葦

刎
型
‐
刎
諏
Ｍ
一
Ｍ
雨
叩

ス
プ
レ
ー

I
D

I

Iはじめに

付加価値の高い柱適材をいかに迅

速に，しかも的確に採材するかの課

題について従来のホルダーに改良を

加えることに着目した。

当署では高知式玉切装置により採

材しているが，この場合，操作者は

駆動するソーチェンの横に座ったま

までローラーの上に乗った全幹材を

造材することとなるが，操作者が運

組
立

完
成
図埋佃

200．0cm
229.0〔） 20

の高さに移動

40

牌→'内径2.0cm

－検知用2.0m振出しポールを兼用I 雲』
等 _1－

胃3．2｡『n

スプレー遠隔操作器具

63093)

ねじ，くさり，鉄板，針金，4）

パイプ，擬出しポール

1984．9

1）蓮孟

2）付属部品

経蟹660円

作製者職員
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Iはじめに

間伐小径木（カラマツ）を主材料

とし，間伐木の連結，稜上げなど木

材を固定する基本材料として，二次

製品であるコンクリートブロックで

Uブロック1型および2型の2種類

(30cm×30cm×15cm)を考案し，

間伐木にUブロック1型を組み合わ

せて「のり枠工」とし,Uブロック

2型を組み合わせて吐留工」とす

る新工法を開発した。

Ⅱ開発の内容

のり枠工：方格枠材は間伐小径木

（径8～12cm)で，長級は地形に

応じて適宜のものを使用する。枠ど

めはUブロック1型を使用し，急斜

面または土質条件の著しく悪い箇所

を枠工で全面的に被覆して，山腹斜

面の固定をはかり緑化する。

土留工：前同様間伐木を主材料と

し，斜面の勾配に応じて稜上げ，土

留部分とひかえ木との連結部分をU

ブロック2型により組み合わせる。

これにより，背面土庄が比較的小さ

な構造物として，不安定土砂の抑

止，斜面勾配の補整などの土留効果

が容易に発揮できる。

ⅡI実行結果

他の工法に比較して，次のような

メリットがある。

o－一

1
1

0

0
8

.人

.戸

改良型ホルダー

転席に座ったままの状態で柱適材で

あるかどうかを確実に計測できる器

具を準備した。この器具を併用し

て，従来からあったホルダーの役目

についても効果をもたらすよう改良

を加えた。

Ⅱ改良の概要

本機の構造は支持金具，腕部，計

測およびホルダー部からなり，総重

量は7kgで操作は運転者が座った

ままで行う。

この採材ホルダーは，①13～16

cmを一度に測定できること，②簡

単に操作できること，③ホルダーの

役割を果たすこと，を条件として改

良したものである（図参照)。

Ⅲ実行結果

改良型は，従来型に比べて次のよ

うな点で優れている。以下，（）内

は従来型。

測定（計測）効果：(1)計測は測定

金具（目測)，(2)13～18cmを確実

に測定(13cm,18cmについては

誤差がでる)，(3)有利採材ができる

（不適格採材がでる)。

ホルダー効果：(1)つかみ角および

爪が小さいので確実に把握（これら

が大きいので小径木はつかめない)，

(2)ソーの近く(15cm)を押えるの

で力に負けることがない（動カソー

の力に負ける)，(3)末木部分を確実

に押える（押えられない)。

操作性：(1)ローラフレームより離

れているので，大径木，曲り材の支

障にならない（大径木，曲材がホル

ダーにつかえる)，(2)造材木を押え

る必要がない（操作レバーのストロ

ークが長く駆動に労力を要する)。

林野庁長官賞

間伐小径木を利用した山腹，

のり面，保護新工法の開発

長野営林局松本営林署

牛丸広義
中房治山事業所柏崎孝

底面図

型+型+聖

上(底)面図
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体で形状を任意に変えられ，かつ軽

"(5009)のため移動が容易である。

可

林業技術協会賞

講
簿
蕊

パソコン利用による収穫業

務の簡素化について（製図

から材積計算までのシステ

ム化）

_雷蕊蔦
晶匙駒寺努

野
■

山腹新工法全景
（のり枠工・土留工）

、

ロ

ー蕊a

(1)間伐木の利用拡大，(2)地形への

対応に富み，自在性がある，(3)現場

での施工操作が簡単，(4)工事費の節

減と工期の短縮（直接磯で1mg当た

り約1,400～1,700円),(5)丸太の規

格が一定でなくてもよい（加工不

要)。

に組み合わせたもので，重蹴は500

9と軽い。

使用方法：(1)ワイヤーロープの先

端部を伐倒木樹幹の適切な箇所に掛
の●

け，アイ部に止め金具かんを通し，

止環で止め樹幹に器具を結合させ

る，(2)ワイヤーロープの元部アイに

より環を作り，剣面上部の伐根に連

結する。ワイヤーロープに余裕があ

りすぎる場合は，余裕部で環をいく

つか作り調整し，さらに必要に応じ

伐根でロープを移動させて微洲整す

る，(3)繋留が終わると，伐倒木を接

地面によく安定させて枝払いを行

う，(4)枝払いが終わり，止環を元部
。由

に寄せるとかんが開き先部アイスプ

ライスがかんから外れる。

Ⅲ実行結果

(1)枝払いにより伐倒木の形状が変

わっても，ロープの張力の分力が作

用して材が地面に密着し，回転する

ことなく安定している，(2)伐倒木が

滑落しても器具に加わる力が大きく
●●

なれば，止環のかんへの圧力が大き

くなるため，ロープは外れるおそれ

はない，(3)だれでも簡単かつ敏速に

使用できる，(4)ワイヤーロープが主

青森営林局三戸営林署

斉藤裕

大鰐営林署大野香

Iはじめに

膨大な時間と労力を費やしている

現在の収穫調査後の事務処理に対

し，ソフトウエア面の開発を図り，

パソコンを活用したシステム処理化

が可能かどうか検討したところ，一

定の成果が得られたので報告する。

Ⅱ開発の概要

（1）ハードウエア

日本電気の8ピッ|､パソコンを中

心に次の2系統で開発した。

(a)製図から材積計算まで一貫して

行うシステム（固定型）一一本体：

PC-8801,モニターテレビ:PC-

8851,プリンター:PC-8822,X

Yプロッタ:DXY-800

(b)製図のみ行うシステム（移動

型)一一本体3PC8201,XYプロ

ッタ:DXY-800

（2）ソフトウエア

製図システム：コンパス測量成果

の方位角，高低角，斜距離をキーボ

ード等から入力することで，あとは

すべて自動的に水平距離，誤差修正

および作図を行う。

材職計算システム：単木野帳から

樹種別のコード番号，胸高直径，樹

高，品質区分別のコード番号をキー

ボードで入力すれば，あとは自動的

に各樹種別，径級別，品質区分別に

林業技術協会賞

伐倒木滑落防止器具の考案

高知営林局川崎営林署
昭和製品事業所

福吉修二・山中重吉

Iはじめに

傾斜地での枝払い作業は，材の転

勤，渦･藩の防止措悩をして材を安定

させることが安全性の確保ならびに

能率の向上にとって汲も大切であ

る。そこで，種々検討の結果，繋留

方式による伐倒木滑落防止器具を考

案した。

Ⅱ構造ならびに使用方法

構造：普通鋼(SS-41]で製作し

た止金具と,JIS3号(6×19]

A種5淵ワイヤーロープを図のよう

ド
4m一

年一口今一一一一＝'一一一

D･ん

（止金具にワイヤーロープを通してアイスプライスする）

休業技術No.5101984,．9



仕分け，販売価絡算定に必要な林分

材稜を計算し，集計表を出力する。

Ⅲ実行結果

本システムは，次のような利点が

ある。

(1)入力以外の処理部分は，すべて

プログラム化されるのでパソコンの

単純な取扱い要領を会得すればだれ

でも利用可能であり，一般への普及

・実用化は容易である。

(2)BASICを使用しているの

で，他の機種への互換性もあり,材

積計算システムではファイルコンバ

ータの活用によってオフコンはもと

より,IBMフォーマットされるこ

とで汎用コンピューターでも利用可

能であり，別の意味での汎用性に富

むシステムともいえる。

(3)価絡面については，製図システ

ムでは約25万円，材積システムで

はオフコンの約10分の1程度の価

格である。

(4)能率面については，作図作業で

は従来は5ha程度で約4時間要した

が，本システムはその約10分の1

であり，材溌計算では従来は1林

分1,500本程度で約20時間要した

が，本システムはその約7分の1で

ある。

林業技術協会賞

苗木掘取り装置の試作につ

いて

旭川営林支局深川営林署

和種苗事業所藤井実

Iはじめに

当苗畑の土壊は粘土が多いた必苗

木と土の分離が悪く，抜取り時に苗

木の根を傷め，また，山出し時期が

苗畑の床替時期と重なり，植付作業

が天候などにより一・時期集中するな

25

正面図 側面図
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壜 一一■マユ一

i50．0cm

平面図

一

どの支障があるので，これらの点を

改善するため現在使用している石川

式根切機に次の装置を装着したとこ

ろ，掘取り作業の能率をあげること

ができた。

Ⅱ掘取り装置の概要

本装置は図に示した回転爪と回転／
ギニアを石川式根切機に装着したも

ので，これをトラクタのPTO動力

と連動して爪を回転させて，強制的

に土を落とす。この場合，爪が505

回転するとき土離れおよび根の損傷

防止に最も効果的である。苗木の根

を損傷せず，土を容易に落とし苗木

の抜き取りを容易にするため，爪の

形を直径5cmの円筒にし，爪の長

さを10cmとし，また，床の両端の

苗木が内側に倒れるように外側の爪

を13cmとした。さらに，砕土を容

易にし段階的に土が落ちるように，

爪の取り付け角度36･ごとに5本と

した。

ｰー 塁

ﾛ声丹昏1

_

~尚

Ⅲ実行結果

本試作機の特徴は回転爪を強制的

に回転させることにあるが，次の点

が期待できる。

(1)山行得苗率の向上，(2)苗木の根

の損傷防止，(3)苗畑土壌の持ち出し

防止，(4)作業能率の向上および労働

強度の軽減，(5)現有機械の有効活

用。

林業技術協会賞

急傾斜地におけるトラクタ

集材作業への取組み

名古屋営林局高山営林署
宮製品事業所平瀬俊一

lはじめに

効果的な作業仕組を摸索する中

で，超小型ウインチの開発，トラク

タ路の工夫等により，急傾斜地にお

けるトラクタ染材を灘入拡大して，

林業技術No.51.01984.9
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効率的な体系で実行したところ安全

性と生産性の向上に成果があったの

で報告する。

Ⅱ改善工夫と実行内容

現地は急峻でかつ小沢が多く複雑

な地形であり，要員規摸，作業方

法，機械配値等について種々検討の

結果，トラクタ蛎材が効率的と考え

た。

(1)l､ラクダ路の作設

作設は冬期間職雪と凍結を利用し

て，集材作業と併行して行い，湧水

箇所には沢渡しに雑木を並べ，その

上に枝条を敷き，雪で踏み固めた簡

単厳方法とした。

（2）超小型ウインチの開発等

トラクタ路が限られた沢筋のた

め’引き出し距離が長く，急余価引

き下げを余儀なくされたので，保有

チェンソーを動力とした経過4浬で

能率の良い｢超小型ウインチ」（リモ

コンチェンソー用操作ワイヤーによ

り遠隔操作でき，重量はチェンソー

を含めて25kg)を考案し，これに

より100mの距離までトラクタウイ

ンチロープの引き上げに成功した。

なお，全幹材を安全でスムーズに

引寄せができるように工夫した。I、

ラクダのウインチロープを引き寄せ

た後’元へ戻すのに引環とフックを

利用し，引下げ集材のため全幹材が

トラクタに滑落する危険をさけるた

めに，誘導滑車を利用した。

Ⅲ実行結果

集材機集材と比較して，次のよう

な結果を得た。

作業仕組

(CT-35)(グﾗ:識;-）
m-I弓万調→厨r卜
（諭負）（講負）

｢両蕊王|および|=蔀珂

|*業技術No.51019849

（1）副作業の軽減による主作業率

の増加等で生産性が向上した。

（2）伐倒以後，ほとんど機械化に

よる労働力の軽減と危険が排除され

安全が確保された。

（3）雛台の不要，機動性の向上に

より山元生産比率が向上した。

（4）トラクタ路が沢筋に作設され

たため，作設費の節減と転落の危険

防止となった。

（5）トラクタとの組み合わせによ

り人工林でもグラップルソーの使用

率力当向上した。

努力賞

更新初期のブナの天然林施

業と人工植栽について

秋田営林局新庄営林署
芦野睦朗・直枝功

Iはじめに

昭和43年にブナを主とする皆伐

天然林施業の試験地（天然下種1類

区，同ブナ植栽区，天然下種2類

区）を設定し，以来16年間にわた

って稚幼樹の発生状況から，その後

の成長等について澗査してきたので

その概要を報告する。

Ⅱ施業経過

伐採前の林況(S43)は林齢150

年,h削当たり120本1201113,ブナ本

数比率79影であったが，天1区に

ついて次の保育作業を実施した。

43.6：稚幼樹刈出し，45，6：下刈り

（全刈り)，48.10：ブナ稚幼樹が

990/ha程度生育している2カ所に山

引苗を植栽，49.8,50.8；除伐（筋

刈り・坪刈り）

Ⅲ調査結果および考察

lla当たり成立本数（全樹種):天

1区は11,250本（伐採前の14%,

ブナ本数比率は78％)，天2区は

4,167本（同5％，64％）

ブナの樹高成長：平均樹高は天1

区は362cm,天2区は280cm

樹冠長（樹高に対する樹冠の長さ

の割合）：天1区は優勢木が56％，

劣勢木が41影，天2区は同50%,

同56％

林床の状況：木本類とササの占有

割合は，天1区では伐採前に比べサ

サが約10%増，天2区では伐採前

とほぼ同じ。ブナの生育状態をみる

に，天1区のブナ劣勢木は中/j稿木

類と，天2区では低木類とそれぞれ

競合している。

ブナ稚幼樹の形質：(1)平均枝下率

一一天1区は48％で自然落枝のつ

け根もすでに巻き込みに入っている

が，植栽区では16～17影で根元付

近まで着枝している，(2)幹曲り一

天1区は比較的軽微で約30％であ

り十分回復するとみられるが，棚栽

木は60～70％と高い,(3)二又木一一

植栽木に多く30～50％程度発生し，

しかも地際から分岐しているものが

多い，(4)被害木一植栽区の天然木

および植栽木に多く，本数の20影

程度ある。このうち，雪害が60%,

野兎によるものが40％でブナ稚幼

樹の樹冠部が食い荒らされている。

とくに植栽区は野兎の餌場となり，

樹冠は食害により円形または台状を

呈し，雪害の遠因ともなっている。

以上の調査結果からみて，ブナの

更新は天然下種1類によることが最

も好ましく，かつ確実な方法と考え

られる。

床替方式の改善について

（土仮植→CTM貯蔵）

東京営林局笠間営林署

飯嶋源太郎・大森儂男
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込装遇を開発して（送風機によるモ

ミガラの職込み）堆肥製造を行い，

これを施用したところ土壌改良に好

結果が得られたので報告する。

Ⅱ土壌改良

58年から当分の間，石灰窒素と

苦土石灰の散布を中止し，微避要

素，重過燐酸石灰を施肥した。一

方，56年度からモミガラ噸luの製

造過程で燐酸不足を補うため過燐酸

を添加した。その結果，ほぼ均衡の

とれた土壊に再生しつつあり，モミ

ガラ堆肥の施肥効果が大きく寄与し

たことがわかった。

Ⅲモミガラ堆肥の施肥効果

57年10月と58年8月のデータ

から次のことがわかった。(1)塩基憧

換容趣の増加がみられ，土壌中の保

肥能力が高まった，(2)有効態燐酸が

徐々 に増えて苗木に吸収されるよう

になった，(3)土壌のpHが中性から

弱酸性に移行しつつある，(4)石灰，

苦土，加里の飽和度割合がほぼ適正

な割合に移行しつつある，(5)石灰と

苦土比および苦土と加里比が許容範

囲にあることから，拮抗作用の心配

が一応なくなった。

一方，育苗地では，(1)モンパ病に

よる被害がみられたが，58年には

ほとんど消滅した，(2)育苗地にキノ

コの発生がみられることから，パー

ク堆肥の未熟部分の腐植化が進んで

いるとみられる。

また，苗木の成績については，生

重量が増加し,TR率も改善され，

とくにヒノキの苗木の伸長が著し

い。さらに，モミガラの入手が容易

でトン当たり10,300円（パークの

約56％）で製造できた。

られた･

CTMによる苗木貯蔵の特徴とし

て，(1)仮植の必要がないため冬期間

の被害がなく，得苗率の向上が期待

できること，(2)越冬に要する労力お

よび資材の準備がいらない，(3)計画

的貯蔵によって床替の適期を拡大で

きること等が挙げられる。

Iはじめに

幼苗の仮植方式を，従来の土仮植

からCTM苗木貯蔵箱（以下CTM

という）を利用した貯蔵方法を併用

する作業仕組に改善したところ，好

結果を得たので報告する。

Ⅱ調査結果および考察

(1)CTM苗木貯蔵試験と床替結果

スギ幼苗の掘取貯蔵は11月上旬

から実行，貯蔵期間4～5カ月の場

合，苗木の水分減少率は1.6～1.4

影，ヒノキ幼苗は貯蔵期間1～2カ

月で1.4％となっており，苗木の色

澗，根の状態もよい。床替後の活

着，最終得苗率も署の育苗標準以上

であり，従来の土仮植と比較し差は

認められなかった。

(2)作業仕組の改善

仮植方式の改善に伴う雇用計画

は，下表のとおりである。

(3)考察

CTMを利用した貯蔵と従来の土

仮植を比較してみると，幼苗1,000

本当たりスギで30％，ヒノキで26

％の省力が図られた。1人1日功程

では，スギで23影，ヒノキで9％

アップとなった。経費面では幼苗

1,000本当たり，58年度ではスギで

233円，ヒノキで208円の節減が図

モミガラ堆肥を使っての土

壌改良

前橋営林局原町営林署

立木重次・名倉良彦

Iはじめに
おおみか

当署の大認種苗事業所の土壌は埴

壌土で，土壊分析によれば中性土壌

化し，苦土や微瞳要素が極端に欠乏

し，燐酸分等が不足していた。この

ため，春床替された苗木の発根が悪

く，病害，気象害，腿薬に対する抵

抗力の減退等が生じ，得苗率の低下

を余儀なくされた。これは，未熟品

の混入している市販のパーク堆肥

（とくに針葉樹を含んだ）を連用し

た結果(S.43～52)生じたものと

考えられる。そこで，パーク堆肥に

替えてモミガラを利用し，独自の蔵

58年度雇用計画の内容

｜区分
従来の計画’

雇用期間
坐
奄
一

埜職(苗畑）

〃(担当区）

新計画

埜職(苗畑）

〃(担当区）

ロ
、
，
』
ｌ
叱
可
召
晶
、
６
■

← ←be・・・・→
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

’
一
’
一
一

一
一

実行主体:定員内

基絆作業職員

臨時作業員

……雇用時期のヨ

更(CTM）

実行主体:定員内

埜紳作業職員

※2～3月土仮オ
の場合臨時をf
む
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業の能率ならびに労働生産性の向

上，コストの低減，労働強度の軽減

を図ることを目的として，筋まき付

機を開発し，側根切機の導入によっ

て好結果を得た。

Ⅱ筋まき付機の開発

従来の平まき付機を次のように改

良した。(1)6条の筋まきが併用でき

るよう内部椛造の改良，(2)まき筋を

作るためローラーにV字型の盛付

け，(3)種子を拡散させないため種子

落下口を地際すれすれまで延長，（4）

覆土の付着防止のためローラー等に

ステンレス板の巻きつけ，(5)側根切

りの支障や発芽不揃いをさけるため

覆土用スクリューを取り外し，覆土

はてん圧ローラーだけとする。

Ⅲ実行結果

事業実行の結果，次のような成果

が得られた。

（1）種子量の節約が図られた。減

当たりのまき付量は，3．09(平ま

き付けでは3.59を標準）でも予定

以上の得苗があった。

（2）充実した幼苗が得られた。平

まき付けに比較して，充実している

ことが認められた。

（3）側根切機の導入が可能となっ

た。これにより，①細根の発達が促

進され，根系の優れた苗木の生産，

②掘取り時の労働強度の軽減，③功

程のアップおよび根の損傷の減少，

などが認められた。

（4）育苗標準を上回る山行苗（2

年生）が生産された。筋まき付けに

より，生育環境の整伽，根切りによ

る細根の発達など標準を上回る充実

した健苗が生産された。

（5）労働生産性が向上した。以上

のような一連作業により，平まき付

けに対して88％の人工数となり，

当事業所の苗床8,700nfでは97人

の節減となった。

でも，大いに成林の見込みが期待で

きる。

Ⅲ考察

調査結果から当国有林の今後の天

然更新の目安として，次の条件で更

新方法を決定していく必要がある。

(1)地位が低く人工林として投資効果

の期待できない所，(2)急傾斜地およ

び崩壊のおそれのある所，(3)部分的

に人工造林可能箇所でも地理的条件

の悪い脈(4)水源を含め渓流沿い等

の択伐跡地，(5)保護樹帯等の周辺，

景観上択伐実施箇所。

天然更新の指針について

熊本営林局内之浦営林署

坂元担当区橋口富大

Iはじめに

当署の人工林率は65％に達して

おり，従来の画一的人工造林につい

ては投資効果の面からも見直しが必

要となってきた。そこで，第4次地

域施業計画で皆伐指定された国見平

団地の伐採跡地更新についての参考

資料として，この周辺の現状を調査

し更新の方向づけを試みた。

Ⅱ調査結果

対象地について投資効果の分岐点

をみるに，10％弱しか造林地に適さ

ないことがわかった。

地位および生育良好な箇所は，谷

筋に部分的にあるが中腹から尾根筋

にかけては樹高の伸びも低く地位も

低い状況である。

他方，有用広葉樹の発生および生

育状況をみるに，下表のとおり谷，

中腹，尾根筋とも発生本数に差はな

く，生育も良好である。

25そ林小班と23ち林小班を比較

してみると，4年後には約50％の

本数に減少することが想定される

が，それでも生育のよい樹種が残っ

ている。したがって，天然下種更新

天下Ⅱ箇所のプロット内副

アカマツ育苗技術の検討

青森営林局久慈営林署

鈴木喜世四

Iはじめに

当署の侍浜苗畑事業所では，アカ

マツ山行苗木の生産方法は平まき付

苗をそのまま据置きとする，無床替

による育苗方法で行われてきた。こ

うした無床替苗は床替苗に比べて，

掘取作業，山出後の活着において，

また根の損傷など種々問題があっ

た。

そこで，育苗過程で根系を盤え，

生産苗木の品質の向上を図るととも

に，除草，間引き，掘取りの各種作

卜内有用広葉樹発生状況

極
諏
、
弱
４
３
５
８
２
２

１
２
２１

林
尾

そ

５
１
州
蝿
“
一
”

２ (2年生） 23ち林‘斑（6年生）

平舗寓 本数

2．15

1．87

2．72

3．01

2．638

中腹谷筋

３
１
４
８
ｍ
鉛
ｕ
｜
唖

１
５
６
０
７
７
５
８
１
４

１
６
１
１１

2.3 10

63

(注）プロットの調査面稜は0.01ha

休繋技術No.5101984.9



29

（6）経費が節約された。労賃が大

きく節減され,58年度は1,313千円

の節減となった。

以上のように顕著な効果が認めら

れたが，まき付けにムラができると

いう問題点があるので，根切りの適

期，回数等について，さらに検討す

る必要がある。

も除伐する。

（2）侵入広葉樹の取り扱いは，枝

下高との関係もあり，今後の推移を

見ながら対応するが，優良広葉樹の

生長に影響を及ぼすものは伐除し，

生長を促進させる。

（3）植栽木および侵入広莱樹とも

点在するものについては，「群」に

とらわれず単木的に残置する。

（4）植栽木・優良広葉樹の生長に

支|庫がないと思われる低木，かん木

等はとくに伐る必要はない。

（5）従来の植栽木優先型の除伐作

業に比べて，除伐対象木が減少する

ことから，除伐作業の功程アップを

図ることができる。

以上のように，この除伐方法は，

従来の植栽木の育成目的に加えて，

優良広葉樹をともに育成しようとす

るものであり，「樹測を把握する

ことによって容易に実施することが

できる。

所したので，対照区と比較して生長

量などについて報告する。

Ⅱ施業経過

実験地は，ウダイカンバ，ヤチダ

モ，ドロノキ，シナノキ等を上層と

する27樹種からなる小径木の多い

L型分布を示す大正2年の山火再生

林である。なお，下臓植生はミヤコ

ザサである。

施業対象期間は設定から40年と

し，将来の高品質大径材生産の候補

木として，活力が高く生長が十分期

待できる優良健全木を立て木として

選定し単木ごとに標示した。53年

12月に間伐を実施したが，本数で

17％，材積で23％とし，立て木生

長の障害となるものを主として保育

伐採した。

Ⅲ現況の調査結果

調査結果ならびに今後の方針につ

いて述べると次のとおりである。

（1）連年生長鼠は，無施業区で

2.2nf/ha,施業区で5.6nf/haと間

伐の効果があった。生長率ではセン

ノキ，シナノキが高かった。

（2）枯損量は，無施業区で2.9砿

/ha/年,施業区で1.4nf/ha/年であ

ったが，ドロノキは枯れやすく林分

生長量のマイナス要因となるので早

期に整理する必要がある。

（3）ウダイカンバの枯死は，伐採

よりも作業道の影響が顕著であり，

作設する場合に危険ゾーンを考慮す

る必要がある。

また全く環境の変化のない林分で

の突然枯死もあり，二次林における

ウダイカンバの立て木の選定につい

てさらに究明していく必要がある。

（4）年輪幅をできるだけ均一に育

成させるため，林分密度の調整効果

を分析しつつ，二次林の樹種別直径

生長の傾向をさらに究明する必要が

ある。

優良広葉樹を残置する除伐

方法について

函館営林支局函館営林署

東岐担当区木谷三男

Iはじめに

人工林内の優良広葉樹を「樹群」

として把握し，植栽木とともに育成

する方法を試み，より細かな除伐方

法について検討を行ったので，その

概要について報告する。

Ⅱ除伐方法

植栽木と侵入優良広葉樹が混交し

ている林分を除伐し，「植栽木群」

と隈入優良広葉樹群」に区分して

保育する方法である。従来の方法と

比較すると，下表のとおりで，除伐

本数が少なく，除伐後の植被率の減

少も僅少である。

Ⅲまとめ

この除伐方法についてまとめてみ

ると，次のようになる。

（1）「植栽木群｣・「優良広葉樹群」

の配腫状況によって，優良広葉樹で

広葉樹二次林における施業

実験

帯広営林支局足寄営林署
井口実｡栗林盛蔵･稲垣敬一

Iはじめに

植生遷移の途中相と考えられる広

葉樹二次林から高品質材を育成する

ため,52年に実験地を設定し保育伐

採を実施して定期的に生長経過を分

｜除伐対象木｜
|今回|従来’

除伐後

今回|従来
’6168
‘913，
98179
“’33
1’'6180
152137

摘要区分除伐前

じ
い
ロ
ビ
哩
？

ウダィヵンパーI，

ドマツの群状林分

本数(本）

植被率
（％）

本数(本）

植掻率
本数(本）

葎~軍
i(%)

錨
一
焔
一
鍋
辿
師
一
鋤

101

53

112

47

137

59

第1プ
ロット

’ ’
ウダイカンパ等優
良広蕊樹の優勢な
群状林分

ウダイカンバ等優
良広葉樹群とトド
マツ群の列状林分

箙2プ
ロット

’第3プ
ロット

林業技術No.5101984．9
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匹丘S丘AnC 全国林業試験指導機関の紹介

11秋田県林業センター

1．はじめに

本県の森林資源は，昭和44年度から7年間，連続実

施した1万ha造林をピークに，着実に充実を重ね現在民

有林の人工林は53影に当たる234zFhaとなっている。

県はこれら資源を背景に，来るべき国産材時代におけ

る「日本の木材供給基地化」を目指し，行政，研究機関

一体の中で，良質秋田杉の生産に取り組んでいるところ

である。

2．沿革

昭和51年に,県は昭和100年を目標とした｢秋田県林

業の長期繊想」を策定し，施策の展開を進めてきている

が，この柵想では特に，林業技術の開発と，技術指導体

制強化のため，試験研究機関の整備が必要である，とさ

れていることから，これまで分散していた林業試験場

林業研修所，林木育種場を統合し，昭和52年7月，秋

田県林業センターとして発足させ，さらに昭和55年に

は森林学習展示館を併設するなど，設備の充実を図って

いるところである。

3．組織および施設

組織については別記のようになっている。

敷地面談は110haであるが，その主なものは，スギ採

種園や試験苗畑等育種用地が5611a,自然観察・樹木見

本園，展示林等の森林学習林が49ha,建物用地ほか5

桃業技術No.5101984.9

可

一悩理淵難部一管理係・研修指導係

所長一次長--研鎚郭熟議･育林科.保謹科．
一育諏部一原種科・種苗科

碇数疏員30名，定数外（林業夫）30名，計60名で運営）

ha等となっている。また建物施設としては，本館3,665

'If(4階建),森林学習展示館6711n2を中心に実習棟，

作業員舎等24棟の施設が建てられている。

4．研究部の概要

（1）経営科

秋田杉という名声の中で進められてきた杉の一斉造林

を，将来多様化する消賀サイドの要望に応えながら発展

させていくためには，幾多の条件整備が必要である。こ

のため，これまでの数多くの課題に加えて，さらに林業

労働の地域定着化や，生産コストの低減をはかるための

林業機械の導入と最適利用方法の確立，あるいは，機械

化と作業道の組合せの問題，さらには，林業協業の経営

指針の設定等，多角的な面から調査研究を進めている。

また，情報管理をはじめ，森林の生産力分析や機能評

価，労働力の需要等を迅速，かつ適確に予測することを

今後の経営科の重要課題であるとし，現在研究員がパソ

コン講座を受識するなど，体質強化に努めているところ

である。

（2）育林科

有用広葉樹の主体である国有林のブナ材の生産は，年

年奥地化し，資源盆もまた減少してきている。

一方人工林化が進んでもなお残るおよそ20万haの民

有林広葉樹資源は，戦後の燃料革命以降の薪炭林の二次

林であり，大部分は35年生以下のコナラ林である。

したがって，その利用面を見ると，一部シイタケのホ

ダ木としての利用力現込まれるほかは，ほとんど未利用

広葉樹として未整術のまま放置されている現状である。

このことから，これら広葉樹について，あるものについ

ては有用大径材への育成を，またあるものについては短

伐期での有効化を図るなど，未知の分野となっている広

葉樹施業体系の碓立を図るべく，現在県内15カ所に施

業実験林を設定し，調査研究を進めているところであ
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る。

（3）保護科

昭和57年秋に発生した松くい虫は，その後拡大の傾

向にあることから，枯損木からのザイセンチュウの確認

と合わせて，東北地方の松枯れの特徴といわれる松の年

越し枯れについて，その動態と要因解明の研究を進めて

いる。

また，杉の大敵であるスギ穿孔性害虫（スギノアカネ

1､ラカミキリ）被害の発生が多発傾向にあることから，

これの防除技術に関する研究や，日本海中部地震による

被災海岸林に発生した松のキクイ虫類の防除方法の研究

等，多方面にわたり，虫との戦いに終始しているところ

である。

（4）特産科

マイタケ栽培の商品化の目途もついたことから，近年

消費サイドから特に要望の高い野生きのこの人工栽培技

術の確立を急ぐこととしている。

これまで，予傭研究として，ナラタケ・ハツタケ等，

有用野生きのこ12種の分離培養も終え,今年度から栽培

試験を実施することとしているが，実用化を図るには，

今後，種類の選別や栽培技術の開発等，さらに突込んだ

研究が必要であり，各県にも共同研究を呼びかけるな

ど，職極的に取り組むこととしている。

（5）森林保全

地すべり防止対策における抑止工法の一方法であるア

ース・アンカー工法は，圧密・沈下現象を生ずる土地

や，長大な地すべり地に対しては，経費を含めて多くの

問題がある。

このため，地すべり地内の移動層と不動層とを，ジベ

ル式杭工，および連結アンカー体工で縫合抑止する爆圧

工法の実験研究を進めてきたが，59年度は，その実用

化に向けての地耐力の実験に入ることとしている。

5．育種事業の概要

（1）スギ採種園

昭和33年，70本の精英樹を選抜して造成した45ha

（22,000本）のスギ採種園は，52年から育種種子の生

産を開始し，今年度からは，全県の種子需要量を賄って

も，5年回娠で採種できる状態にまで整備され，関‘係者

の間から全国一（？）の採種園であると評価されてい

る。

なお，これまでさし木苗8カ所，実生苗10カ所の次

－－－

スギ採種園

代検定林を設畷して調査を進めているが，10年を経た

さし木苗検定林では，個体別の特徴が見られるようにな

り，需要者の期待に応えられる日も間近い。

（2）耐雪性個体の試験

多雪地帯の本県にとって，根元曲りの少ない個体を選

出し，育種することが重要な課題となっている。

このため昭和46年に，10年生以上の人工林で，傾斜

20度以上，根元曲りの本数被害率80％以上の激害林分

から，耐雪性個体候補木65本を選抜し，この個体を基

に採種園1.81'a(1,110本）を造成したが，今年秋には

採種し，62年秋には実生苗による抵抗性次代検定林を

造成することとしている。

一方採穂園についても，すでに0.2ha造成しており58

～59年にさし付けを終え，61年度に，さし木苗による

抵抗性次代検定林を造成することとしているなど，根元

曲りの少ない良質大径材の秋田杉生産を夢見ながら調査

に励んでいる。

6．おわりに

秋田空港，秋田新都市開発地域（テクノポリス関連)，

59年インターハイメーン会場と中央公園，そして，名

門椿台ゴルブ場などに囲まれ,110haの緑の敷地の中に

ひときわ目立つ白亜の殿堂（4階建)，これが林業セン

ターである。

ここを訪れる見学者は約5,000人，そして，研修生延

べ2,300人。コンクリート練鉄板を利用して作った大型

の焼肉料理器と秋田銘酒による野外パーティーもまたわ

がセンターの名物でもある。関係者の皆様是非ご来訪

を。

（秋田県林業センター次長・進藤隆男）

林業技術No.5101984.9
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12．長崎県総合農林試験場
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苗畑80aがある。

備品の中で注目すべきは，ステレオズームトランスフ

ァースコープ（航空写真判読移写装置）で，航空写真に

よる資源量把握，林地生産力解析，収謹予測等広範な分

野で威力を発揮するものと期待している。

4．試験研究の背景

本県の土地総面職は41万haであるが，その半分は五

島，壱岐，対馬，平戸などの離島である。海岸線の長さ

は全国第1位であり，したがって本県では，海洋の影響

を強く受けるところが多い。

森林面砿は24万haで県土の58%を占めるが，有名林

業地に見られるような生産力の高い地区は存在しない。

人工林は，森林面積の42%,89¥haであるが，若齢

林分が大半を占めている。人工林のうち，スギが3万

ha,ヒノキが57千haで，ヒノキの占める割合が圧倒的

に高い。

また，マツがマツクイムシの被害で壊滅状態となり，

その跡地対策としてヒノキが採用されたが，不成績問題

が生じたり，病害虫の発生のきざしｶﾐ見られるなど新し

い問題が生じつつある。

5．試験研究の概要

近年まで，森林は用材生産本位であったが，現在で

は，公益的機能を含めた要求に変わり，研究対応の方法

も複雑化してきている。

媛近の主な研究を若干紹介すると次のとおりである。

（1）海岸防災林に関する研究

海岸線の長い本県では，いたるところに防風防潮林

が要求されている。この研究は実態調査を含め8カ年を

1．はじめに

本県の林業試験研究機関は，昭和36年7月，総合農

林センター（昭和46年，総合農林試験場と改称）の中

に林業部として新設された。

当初の林業部は，林木品種改良事業，適地適木調査事

業，県営苗畑事業の3つの事業を担当し，併せて，農家

林経営，マツクイムシ問題，早生樹林育成，シイタケ栽

培技術改善などの課題が組み込まれていた。育種事業，

苗畑事業は，後に林務課へ移管し，試験場は試験研究的

色彩の強い部分のみを取り扱うことになった。

研究の方向としては，主として実用的現場重点主義を

採用することとしたが，その中から地域性を重視した理

論的解明も試みることとした。

2．組織

総合農林試験場には，管理部，作物部，野菜花き部，

林業部，環境部，経営部の6部が設置されている。

林業部の組織は，次のとおりである。

林業部一'一育林科(研究員4名，農事員1名）
一林業経営科（研究員4名，農事員1名）

3．施設

発足当時の林業部は，2室144nfにすぎなかったが，

昭和55年度から5カ年計画で，施設整備が図られ，現

在では，本館に研究室，実験室，図書室等11室560m2,

ほかに，木材利用実験棟200nf，普及施設として林業技

術指導実習舎2241112が整備された。なお，実験林79ha,

林業技術No.5101984.9
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費している。本県では，マツに替わる樹種としてハマピ

ワを選定し，その育苗，植栽などの技術を確立した。

そのほか，ダンチク，トキワススキの導入も有望であ

り，ヒメユズリハ，ヤブニッケイなども候補樹種として

研究中である。

（2）スギに関する研究

スギについては，品種別現地適応試験を継続して実施

している。5カ所の試験地で本県に適すると考えられる

品種を対象としている。

15年生の調査結果では，生長，樹形の良好な品種系

統は，イワオスギ，クモトオシ，タノアカ等であった。

長年月を必要とするこの研究では，資料の収集，蓄

職保存が極めて重要であり，伐期に至るまで見守って

ゆきたい。

（3）ヒノキに関する研究

ヒノキは本県の造林樹種として最も重要であり，試験

研究でも最重点項目としている。

育種，育苗部門では，ヒノキ採種園における種子生産

技術，ヒノキ耐やせ地系統の育成試験，精英樹の特性検

定を実施している。

保謹部I]Iでは，ヒノキ根株心腐病の被害解析，穿孔性

害虫の防除技術に関する研究を実施している。

立地部門では，ヒノキ経済林の限界環境調査を実施

し，ヒノキ順栽地の不採算林分の実態解析から，新植栽

地の選定に当たり，40年生時の生長を予測する方法を

見いだした。また，海洋からの常風がヒノキ人工林に与

える影響を明らかにし，離島，半島部における適地判定

上の風の位世づけを明らかにした。なお，この研究の過

程において，本県の月別，季別の風速分布図を作成する

ことができた。

経営部門では，空中写真によるヒノキ生産力区分と収

謹予測に関する研究を行っている。

（4）水問題に関する研究

佐世保，場内に鉦水堰を設置し，降水量と水位の観測

を実施，また場内で降水量と表面水量，流亡土壌量の測

定を実施している。

（5）シイタケ栽培と原木林に関する研究

本県の北部地域に広く分布する未利用資源としてのマ

テパシイを，原木として利用する栽培を研究し，品種を

選択することにより生シイタケを有利に栽培できること

を碓認した。

対馬のシイタケ原木樹種享ナラ，アベマキ，ノグルミ

については，生長と環境の関係を明らかにした。施業改

善試験では，施肥・除伐によって単位当たりの材稜が若

干増加することが認められた。

資源量の把握については，空中写真によってかなり正

確にこれを推定する方法を見いだした。

（6）木材利用に関する研究

近年，木材利用開発に関する要望が強くなっている。

本県では，現在，実態調査を終えた段階であるが，幸

い本年度木材利用実験棟が完成するので，これから本絡

的な研究に取り組むこととなった。

研究の方向としては，郷土樹種の利用上の特性解Iﾘjに

主眼をおくこととしている。

6．成果の普及状況

海岸防災林の樹種選定に関する研究は，海岸防災林造

成事業に，ヒノキ経済林地の限界環境調査は林業公社の

新植栽予定地の適地判定に，マツクイムシ防除試験はマ

ツ林に対する薬剤散布スケジュールに，それぞれ成果を

事業の中で実用化している。

研究成果の詳細は『研究報告書』に取りまとめ関係機

関に配布している。現在14号まで配布済である。

なお，｜側伐，枝打ち，シイタケ，根切虫，苗木管理等

の技術指針の作成に当たっては，試験場も参画し，研究

成果を活用している。

林研グループの識演依頼に対しては，研究員を講師と

して派避している。

一般股林家に対しては，機関紙『長崎の林業』に試験

場ﾀ‘ヨリのコーナーを設けて，研究成果等をわかりやす

く紹介している。

行政，普及関係とは，年2～3回，新規課題，試験設

計，試験成識等について検討会を開いている。

7．今後の課題

林業試験研究に対する要請は，時流の変化に伴い多様

化，高度化しており，研究の対応も複雑となってきた。

公立試験場としての埜本的な研究方向も見直す時期とな

っている。

研究員も，研修，自助努力により資質の向上を図り，

設定課題以外の問題についても常に関心を寄せ，より'隅

広く対応できる体制づくりが必要となっている。

（長崎県総合腱林試験場林業部長・和In威）

休業技術No.5101984.9



34

今冬期林木の寒さの害の調査速報
はじめに

今冬期における，林木の寒さの害による被害は幾多の

情報によると，北海道を除く長野県以北に多発している

ことがわかった。そこで，林業試験場防災部および造林

部の関係研究室が協力して，被害実態ならびにその対応

策を講ずる手段を明らかにするために，栃木県那須・塩

原地区および福島県郡山市周辺と阿武隈山地のスギ・ヒ

ノキ・アカマツ被害林の調査を行った。その調査結果の

概要と対策を速報する。被害林分の今後の取扱いに多少

なりとも役立てば幸いである。

被害の特徴

1．樹極の中で寒さに強いといわれているアカマツの

幼齢休およびⅡ，Ⅲ船級の壮齢林にも及んでいる。スギ

ではI,nI儲級はもちろんⅢ|陥級以上の老壮齢林にも，

また，ヒノキもI,Ⅱ齢級および比較的少ないがⅢ齢級

の林分にも被害があった。

2．スギ，ヒノキともに従来いわれてきた，胴枯型凍

害のような顕著な症状は少なく，いわゆる寒風害の症状

のような樹体の乾燥枯死と，秋雪而上に出た部分の枯損

が多いのが特徴であった。

3．被害分布がスギ，ヒノキともに樹齢に関係なく，

寒風害の地帯区分による常習地帯，中被害地帯には当然

発生しているが，温暖無被害地帯および軽害地帯の低山

地には発生していない。また，多雪無被害地帯では平年

発生のないところに，老壮齢林の梢頭枯れや枝枯れおよ

び幼齢林の雪上被害の形態で発生をみている。

今冬期の気象の特徴

今冬期の気象の特徴は，例えば宇都宮で12月から2

月にかけて冬日が95日となり，これまでの記録を15日

も延ばしたことでもわかるように，極M)て長期にわたっ

て低淵が続いたことで，しかも例年3月は低温が緩和さ

れるのが今冬は3月いっぱい続いたのも特徴である。こ

れを裏付ける盗料として，調査地の一つである塩原町前

黒山国有林（海抜高1,100m)における職算寒度が

-870cC,終日が3月25日，平年は－40｡C,終日が3

月15日であり，今一つの洲査地である郡山市熱海町(海

抜高400m)における讃算寒度が-23.5｡C,終日が2月

20日で，平年は－20｡C,終日が2月15日であった。

なお職雪量も平年に比べて多かった。

被害後の林分の取扱い

林業技術No.5101984.9

裏地の被害状況および過去の調査例などから,樹種別，

齢級別，被害程度ごとの林分の取扱方法や，個体の復旧

回復などについて簡単に述べると次のようである。

1．スギ老壮齢林

梢頭枯れは樹高15m前後のもので3～4m枯れてい

るのがほとんどで，林分全体からみたら少ない，片枝枯

れや枝枯れは全休的に多いが全枝数のほとんどが枝元ま

で被害を受けているもの以外は，放置しておいても回復

する。梢頭枯れと全枝数のほとんどが枝元まで被害を受

けているものについては，それが伐期に近いものであれ

ば収磁処分をし，間伐期のものは間伐手法を考慮しなが

ら処理をするのが望ましい。

2．ヒノキ壮齢林

調査地には被害例が少なかったスギの場合とほぼ同程

度の処理でよいと思うが，スギに比べて萌芽性が弱いこ

とから，回復に時日を要すると思われる。

3．スギ幼齢林

Ⅱ齢級以上のものは枝枯れはそのまま放圃，梢頭枯れ

の場合1/2以上枯れたものは，除間伐の際職種的な処理

をし，それ以下のものは放置してよい。Ⅱ齢級以下の林

分では枝枯れはそのまま放置する。梢頭枯れの場合は下

刈りなどの際被害部分を切除することによって回復が早

まるものと思われる。

4．ヒノキ幼齢林

Ⅱ齢級以上Ⅲ齢級のもので梢頭枯れが1/2以上のもの

は回復が難しいので，常習被害地にあっては，そのまま

放置して保護樹として活用を図るようにし，枝枯れの比

較的軽いものはそのまま放置してよい。その他は改植す

るが常習被害地にあってはヒノキでなくスギのほうがよ

い。安全のためにはアカマツ，またはカラマツに樹種更

改するのがよい。Ⅱ齢級以下で椚頭枯れが1/3以下のも

のは下刈りなどの際枯損部を切除し，1/3以上のものは

改植する。枝枯れの軽いものは放噛してよい。

5．アカマツ林

全枯れは少なく，壮齢林は枝枯れ，葉枯れがほとんど

で冬芽が被害を受けていないことから放置しても回復す

る。Ⅱ齢級以下でも冬芽が枯れているものが少ないので

上半枯れでも回復可能である。

（林業試験場防災部佐々木長儀）
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第26話その1
結局仲よくさえすれば良かったのに

治山・砂防事業半世紀の確執一

手束平三郎
（{:{《政総合捌遊研究所珊!lf")

最後の一幕

昭和37年（1962年)初頭のことでした。私は前

年から林野庁の治山課長を勤めていましたが，時

の河野一郎農林大臣が閣議で爆弾発言をしたこと

が報道されました。曰く“行政能率を高めるには

二元行政一本化の必要がある。たとえば，食品衛

生の監将は農林省へ移すべきだし，農林省の治山

事業は建設省に移すのがよい”というのですoこ

れから始まって，河野氏の建設大臣転任1カ月後

の同年8月，木村正昭建設省砂防部砂防課長（現・

技研興業KK社長）が林野庁治山課長に，木村晴吉

林野庁造林保謹課長（現・林業協会常務理事）が砂

防課長に，私が造林保護課長にという内示即発令

の電光石火人事で政治的決着を見るまで半年余も

紛議が続きました。その間，私が身を以て体験し

た事態は，思えば第1期治水事業開始以来，半世

紀にわたって断続した治山・砂防事業統合にかか

わる争いの第3ラウンドに属する最後の一幕であ

ったと言えます。それからもう20数年,両省間の

協調はきわめて円滑で，問題再燃を呼ぶような碓

執は絶えてありません。その気になれば仲よくや
けんか

れるのに，以前はとくに戦前はなぜあんなに喧嘩

をし続けたのか，今となっては消え去っても何の

事はない昔語りかもしれません。しかしながら，

将来ともに断続するに違いない行政機構簡素化の

政治課題が，何かのはずみで実情を知らぬ向きの

有力発言などから平地に波澗を呼ぶことがないと

は断言し難い蹄もあると思われますので,そのよ
うな見地での温故知新としてトレースしておく意

味はあると考えます。

第1ラウンド

明治44年（1911年)，第1期治水事業発足の際

の，農商務・内務両省の角突き合いが，時の大蔵

次官若槻礼次郎のとりなしで決着したこと，その

時のいきさつから山林局は林学の技術用語である

砂防工事という名称の公式使用をやめ，同種のも

のを荒廃地復旧工事と呼ぶことにした経緯は第

18話のとおりです。

さて，森林法と砂防法との|淵係については，す

でに明治30年の両法審議の際に議会で取り上げ

られましたが,より具体的に，“双方の工事が同じ

ものになって混乱するおそれはないか”という公

式質議の最初のものは43年(1910年）12月，臨時

治水調査会での中村弥六委員(衆議院議員）のそれ

であり，これに対して上山満之進山林局長（後年

腿商務次官・台湾総督・貴族院議員）は，“山林局は

森林経営の監督行政として，内務省土木局は一定

地域の土木行政として実施するもので，これを取

り上げる視点と仕組が異なるものである”という

意味の答弁をし，水野練太郎土木局長（後年内務

次官・内務・文部大臣・政友会代議士）もこれに同調

しております。すなわち工事そのものの形は似て

いる点もあるがということを暗に認めている節が

あって，これは明かに協定答弁です。

ところが，翌44年の治水事業発足早々，上山

は「山林行政における将来の企、に関する意見」

という文書の中で，“砂防事業は山林行政と密接

な関係があるのに内務省土木局の所管ではこれが

重視されないから，これを山林局に移管すべきで

ある”と強調しております。上山には前年の予算

＝一宍T-qq■Dq
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物語林政史

折衝で水野に鼻であしらわれた（第18話）しこり
ざんし

の残津があったかもしれませんが，これを伝え間
ひさし

いた水野にしてみれば，“お情で庇を貸してやっ

たのに母屋を分けろとはよくもぬけぬけと”とし

かめ面だったことでしょう。

しかしながら，この上山の指摘は，当時林学出

身の技術者がおらず，砂防工事が河川系土木技術

者の片手間仕事の槻があった土木局の弱味をズバ

リと突いており，さすがだと思われます。このよ

うな批判が，土木局の砂防部門にも林学士グルー

プが養成されるきっかけとなり，後年，両省間の

確執が同学門･肉の争いの観を呈するに至る遠因と

なったのであります。

ともあれ，両事業の責任者同士がこのような考

えでは発足早々の現場協調がうまくいくはずはな

く，たちまち混乱を生じたので，上山が岡本英太

郎に，水野が久保田政周に替わった大正2年にな

って，その防止のための始めての両局長連名通牒

が出されました。

その趣旨は，“同一地区で両事業が重なって施

工される場合が性々にあるので，どちらかに整理

をしてダブラないようにせよ”というもので，両

者の仕分けに関する方針の指示は不明確であり，

まことにもって本擶の無責任さを暴露していると

も言えますが，ともかく喧嘩を両省が収めたこと

だけは確かです。

しかしその休戦もつかの間で，翌3年に土木局

長が小橋一太に替わると，今度は土木局が一方的

に，“山林局の荒廃地復旧工事は土木局の砂防工

事と同じものだから，河川行政として内務省に統

一すべきものである”という意見を，当時の山本

権兵術内閣の行政整理方針（第19話）にひっかけ

て閣議に提議し，角突き合いが再開されました。

これが治水事業開始後，最初の公式の統合意見

ですが，この時以降，両調業の性格に関しては，

農商務省側も祁手の言い分と同様に，両者は同種

のものだとの見解に盤理され，互いに自省のほう

I 1
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に統合すべきものとの主張に単純化されて，これ

が昭和戦前期まで続きます。両者は異なるという

最初の協調見解を捨てる以上，このように単純化

した主張に帰するのは必然の経過だったとみられ

ます。

この点，股林省側がほとんど受身の対応に終始

した戦後期の第3ラウンドにおいて，その公式見

解が当初の上山答弁に近い筋に回帰しているのは

興味ある変遷であります。

ついで大正7～8年ごろから，内務省土木局と

農商務省との関係には，山林局とのものばかりで

なく，主として中小河川の利水事業を巡って，農

務局との所管争いが生じ，同局の農業利水法案と

土木局の水利法案の対立と立ちすくみにからん

で，農商務省側からは砂防事業どころか治水事業

全体をよこせとの主張も現れ，その情勢下で大正

8年，岡本から鶴見左右雄山林局長に替わった早

早，砂防事業の山林局統合意見が閣議に提起され

ておりますが，治水事業全体が問題となる限り，
きび

11I林局は比較的気楽に賦尾に付しておればよかっ

たろうと推察されます。

腿業水利を巡る両省間の対立は，米の増産要請

という時代の趨勢から起こったものとはいえ，治

水事業発足時代の上山・水野両局長が大正7年の

米騒動までの数年間，今度は両省の次官同士とし

て対時した時期にその芽が出ていることはよくよ

くの因縁であると言えます。

大体，このような官庁の権限争いに関する紛争

は，双方が政治家をつっついて閣議や議会に持ち

出させることで表面化するのですが，この種の官

僚同士の争いが起きた場合の政治家の対応姿勢と

して共通に見られる現象は，自らは決定的な争い

に深入りせず，協談の場を作って互いの言い分を

尽させてからなんらかの妥協方針を見定めて収め

るというやり方であります。北海道国有林の農林

街移管にハッスルした仲小路簾農林大臣（第22

話）はややその例外でありましょうが，それでも

I



9

閣議で後藤新平内務大臣の反対に遭うとさっさと

ひっこめております。また,同一省内の問題でも，

かつて入会権整理法案をめぐる上山山林局長と下

岡腱務局長との争いの際に，大物の大揃兼武腿商

務大臣は，｜断を下さないままでした（第17話)。

さて，さきの両法案の決着はつかぬままに大正

12年,農商務省の用排水幹線改良事業が発足しま

すと，内務省が猛然と反対してその移管を要求し

たことから，大正14年の行政調査会，昭和2年

（1927年）の行政制度審議会で砂防問題を併せて

両省の権限調整問題が取り上げられ，翌3年に双

方の問題に関する閣議決定を見るに至りました。

これを受けた形で，砂防については直ちに両省合

同現地調査が行われた後，翌4年両省次官の連名

通牒となって，一応の決着を見たのであります。

この内容は，大正2年の両局長連名通牒と異な

り，両事業の仕分けに関する方針が文書の上では

明確になっており，まさに画期的なものと評価さ

れます。

しかしながら，これによって治水事業開始以来

15年の争いが収まったかというと決してさに非

ずで，これまでを紛争の第1ラウンドとすれば，

これからは第2ラウンドに移ったのであります。

第2ラウンド

第1ラウンドの当事者が主として事務官同士だ

ったのに対し，第2ラウンドのそれは主として技

術官同士となり，それだけに争いの種は施工上の

技術的見解にも及んできます。そしてその立役者
やおはち

は，片やl1.|林局の田中八百八技師，こなた土木局

の赤木砿雄技師でありました。

37

もの力､たりり八歩せいし ’

田中は福井県の出身で明治42年入省の林学士，

入省時しばらく秋田大林区署にいましたが，その

後は山梨県技師・岩手県山林課長を経て大正8年

に山林局地方課治水事業主任技師となり，昭和5

年林務課長（同年の編成替で林務課が治水事業担当課

となった)，11年勅任技師と進んで17年の退官ま

で，一筋に治水事業に専心しました。

一方，赤木は兵庫県の出身で田中より5年後輩

の林学士，大正3年にただ一人初めての林学出の

技術者として内務省土木局に採用され，徳島・大

阪などの工事事務所勤務の後，大正12年から2

年間の欧州留学を終えて帰国後本省入り，砂防事

業主任技師となり，11年勅任技師，13年第三技

術課長，17年退官と，省は異なっても田中とよく

似た技術官コースを歩んだのであります。

土木局は治水事業開始当初，東京帝国大学林学

科の第四講座担当教授諸戸北郎を臓託として，河

川系の土木技術者によって砂防工事にあたらせて

いましたが，前述のいきさつから林学出身の技術

者にこれを担当させる必要を認め，その第1号と

して赤木を採用しました。赤木は諸戸の教え子で

すが，その土木局入りについては，彼と同郷の兵

庫県豊岡町出身者として内務省の大先誰格だった

桜井勉（第5，12話）と土木局技監の沖野忠雄の

2人がいたことがより大きなきっかけだったよう

です。そして，その後引続いて林学士が採用され

たので，土木局にも砂防専門の技術者が育ち，赤

木はその頂点に立つことになりました。

（第26話続く）

注1：昭和37年の紛争経緯について

は「治山」治山研究会，昭和55年11月

同誌治山研究発表会20周年記念特集号

に聯争史の終結｣と題する拙稿がある。
注2：“股商務省を分離して治水事業
を腱務局に移箔するのを妥当と考える”

という原敬首棚発言なるものが,昭和30
年代の林業発達史卿査会栗原東洋委員の

調査から伝えられているが，原内閣時代

の議会議事録では蛾者および林野庁資料

館（村田貢館長）の鯛壷によって確認
できないので取り上げなかった。ただ，

当時から股業水利をめぐる所管問題につ

いて腱商務省側が押し気味だったこと
は，内務省の反対にかかわらず，用排水
幹線改良醜業予郷が股務局に計上された

ことからうかがえる。

注3：参議文献，「治山勤灘50年史」
日本治山治水協会，昭35・土屋喬「河

川長期計画」水利科学研究所'昭44．畷
林水産省百年史中巻」日本腱業研究所同
史編蕊委員会，昭56。「林政50年｣。赤
木正雄「砂防一路」全国治水砂防協会’
昭38｡
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｜昭和20年(1945年)無条件降伏，
'占領軍の支配下に入るという事態は
日本歴史始まって以来の大変化と言

えます。徳川封建社会の成立，明治

維新とともにわが国にとって，近世

以降に経験した大転機のひとつでし

た。

一時的にもせよ異民族に支配され

たということ，民主化という名の下

に行われた改革が画期的なものだっ

たことは，前二者の変革に比べて大

きな特色だったと言えましょう。

そして対建社会，明治藩閥政府を

通じ残っていた伝統的な身分制度

も,華族や疏部の廃止とともに消滅，

当初はその他の諸改革とともに，と

にかく，すべての国民が横一列にな

らんでスタートを切るという感があ

りました。具体的には軍隊の廃止，

新憲法公布，通貨改革，農地解放そ

の他占領箪による旧体制破壊の政策

です。

その後昭和26年（1951年）9月

のサンフランシスコ講和条約，日米

安保条約の洲印により，日本は再び

独立国の地位を得るのですが，その

時すでに世界はアメリカ，ソ連とい

う二大強国の強い影響下に2極化さ

れるという状態でした。わが国は，

アメリカンクラブのメンバーとして

“独立”を保つということになりま

す。

そして世界は朝鮮動乱，ベトナム

戦争,'イラン，イラクの紛争など局

地戦に見舞われましたが，事，日本

に関する限りは，これまでになかっ

たような平和と経済発展の40年間

がめぐまれたことはご承知のとおり

です。

第二次大戦終結の昭和20年から

40年前となりますと，明治38年

(1905年）日露戦争が終わり，日本

の鉄道幹線がほぼ充実し，日本資本

主義が端緒についたころです。この

間の40年は日本が国家としての独

立一一とにかく欧米先進国との隔差

を縮めようと努力を重ねた年月でし

た。結果は無理な国家主義の高揚が

行き過ぎ，かえって墓穴を掘る事と

なりました。

そして昭和20年以降の40年は，

逆に食うための努力一資源小国と

しての貿易立国策力斑効を奏し，国家

主義その他のイデオロギーなしで世

界の大国となってしまった感があり

ます。

1億の人口が，この小さな島々で

平和に居住できるなどということ

は，戦前，満蒙開拓，ブラジル移民

等人口減少力酋急務とされた時代には

考えられないことです。

アメリカ主導の下に自由貿易体制

が維持され，日本の自動車，鉄鋼，

家蝿製品，工作機械，半導体等が強

い国際競争力を持ち，特にアメリカ

の市場が開放されているところに日

本経済の発展が約束されました。今

や，アメリカその他の諸外国が貿易

赤字で苦しんでいるのに，日本だけ

が黒字という現象さえ生じておりま

す。こうした状況により敗戦このか

た日本人の価値感，物の考え方が戦

前とは大いに通ってしまったのは当

然でしょう。

巷談「木場の今昔」
、

焼野原から立ち上がった日本人の

努力も確かに大変でした。しかしア

メリカ圏に属し，自由貿易主義の恩

恵を被ったことは，資源小国で大人

口を謎う大きな力となった最大の原

因とも申せます。

現在のように，中近東の油をはじ

め，世界中の国々から衣，食，住

の資源をもとめ，加工屋として付加

価値生産性の高い商品を作って輸出

し，一部を生活物資にあて，豊かな

馨らしをするなどの事は戦前だれが

考え出せたでしょうか。

さて，一般的に言って戦後はこの

ように変わったのですが，木材業界

についての変化はどうなったかを次

に見ることといたします。

戦時中からの木材統制法は，敗戦

の翌年，昭和21年10月いっぱいで

一応廃止されました。しかし引続き

臨時物資需給調整法にもとづく用材

生産統制規則，木材配給統制規則な

どが行われ，木材の価格，配給など

の統制は継続することになります。

衣，食，住，等の生活物資のほと

んどすべてが統制下におかれた時代

でした。しかし戦時中と異なり，い

わゆる’ヤミ市場も大きく発展し，

様々な戦後の混乱の世相を描き出し

ました。

統制経済逮反に問われた木材業界

の方々も多くおります。しかし，浮

浪児やパンパンガールの発生，斜陽

族，インフレ，米よこせ連勤等々戦

後の混乱期をバックにした当時とし

ては，あたりまえの事件でした。だ

れでもヤミをやらなければ食えない

19．敗戦からの出発
松本善治郎
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時代だったのです。

統制は絵にかいた餅でした。氷凋

業の個人営業は問屋，仲買の区別な

く許可制で認められ，一律60石の

集荷切符が渡されましたが，それで

食える道理がありません。

経済安定本部が木材の需給計画を

策定し，腱林省がその結果によって

地方長官に割り当てる－－地方長官

は木材業者に移出入割当証明書，消

費者に職入割当券を発行する－と

いう"絵"はかけました｡いわゆる"切

符制”です。しかし実質的に発券者
もんちゃく

が，業界団体となることで大悶着，

東京では製材業者と問屋がするどく

対立しました。そこで，昭和22年

には発券事務を各都道府県に設けら

れた腿林省資材調整事務所が取り扱

うことになり，さらに発券方法にも

いろいろと細かい改良が加えられる

曲折が続きます。しかし発券に伴う

割当証明害そのものに対するインチ

キや，ヤミ取引の桃行など，だんだ

ん統制は有名無実になりました。

木場の人々も“問屋”として認め

られたわけではなく，一律の木材業

者の一人として平等に認められただ

けです。仲買，問屋などという流通

木材統制は，我々から見た場合，

全く，統制できないものを統制した

という感さえあります。

品種，数量，規格，いずれを取っ

ても商品の格付けが難しい，木材を

一片の需給切符で流通させようとい

うことなど全く無理でした。

ヒノキといっても唐絵や黒桧（ネ

ズコ）もあり木曽，尾鷲等の産地別

の相違もあります。丸太寸検の難し

さ，無節といっても柾目と板目では

価値がちがうし，一見簡単そうな数

簸の受け渡しだって現実となれば難

しいものです。足場丸太千木をトラ

ックや貨車から正確に受け渡しする

手間と時間を考えてもやりきれませ

ん。

こうした数えあげればキリがない

流通上の脇路を克服するのが市場組

織です。そこには伝統的な商慣習や

業界内の力学が微妙に作用して商品

として欠点の多い物資も割合に円満

な取引が行われます。

“ヤミ市場"などという名前はひび

きが悪いのですが，この存在一実

は自由主義，民主主義日本の出発点

ではなかったでしょうか。“焼けあ

と，闇市派!'を称する文士もいらっ

のための大幅な木材需要に対応した

のです。それこそ，“バラック店舗

に電話一本，カーキー色の服にズッ

クの鞄をさげた”人々の活躍でし

た。勢い，戦前からの貰産もあり，
しにせ

疎開して，出遅れた老舗のご主人た

ちにはできないことでした。

大体戦後から昭和25年ごろまで

は,直接的に敗戦後の"混乱時代"と

見てよいと思います。深川の木場も

その嵐の中で，何とか懸命の生命を

つないでおりました。そうそう嵐と

いえば，現実の嵐も戦後はよく東京

を襲いました。アメリカ式に女名前

で呼ばれた台風一キャスリン’ア

イオン，キティなどがヒステリック

に仮小屋みたいな建物を強襲し，深

川木場は，しばしば洪水になやまさ

れました。せっかく集荷した荷物が

流されたり,家屋が浸水したり'深川

木場は水路の多い低地だけに，苦労

の連続でした。

禦麹

蕊

組織に対する配慮など，何もありま

せん。だれでも切符さえあれば，集

荷し配給できるのですから，いろい

ろな混乱が生じたわけです。

経済はいわゆる“生き物"で，好，

不況の波があります。それを吸収す

るショックアブソーバーが市場組織

であり，そうした“見えざる手”の

効用を期待するのが市場原理です。

統制は絵にかいたかぎり一見，物資

不足を平等主義の原則で管理できる

かに見えますが，これには強権が必

要となり，結局，銃剣による圧迫が

招来される事態ともなりましょう。

しやいますが，経済の動きそのもの

を見ますとこうした闇市場の存在を

是認したくもなります。

東京の木材界も戦後は，軍保有物

資の樅流し，配給切符の改ザン，二

瀬取り等いろいろなことにすばや

く立回った方々の出現から始まりま

す。

戦後の実力派は，戦前の番頭さん

クラスの方々です。廃虚から生じた

いやな世相も物ともせずもうけのた

めにはそれこそ満員列車の困難を押

し切って集荷に東奔西走し，結局ヤ

ミ商売といわれながらも，戦災復興

、

冬
Ｒ
ｂ
幽
列

傘
■
■
■
融
珊
，
劇
、
』

』
●斑
謬

呼
傘

。
４
９
．
も

鵜

野

、

江戸八百八丁の木材の供給をになってい

る木場の材木屋に，なくてはならない者は
川並（かわなみ）であった。幾百万の材木
を巡搬したり貯蔵するには，この川並の労
力によらなければならないのである。寸間
の凋迩や数批の受け渡しは，川並の重い任
務の一つであった。その労働歌が木遣りで
あった。
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話
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
う
は
無
報
酬
ど
こ

ろ
か
持
ち
出
し
で
あ
る
。
だ
が
暮
ら
し
に
困
る
ふ
う
で
も

な
く
、
む
し
ろ
同
僚
の
村
会
議
員
な
ど
を
沖
平
の
一
軒
家

に
招
い
て
、
し
ば
し
ば
宴
会
や
バ
ク
チ
を
や
る
始
末
で
あ

っ
た
。
炭
焼
き
と
し
て
は
勤
勉
に
働
い
て
き
た
父
も
、
こ

の
一
時
期
、
村
の
ボ
ス
連
中
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
常
軌

を
逸
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
う
ら
つ

そ
の
よ
う
な
放
埒
な
振
舞
い
が
で
き
た
の
も
、
山
を
買

っ
て
仕
込
み
を
し
て
い
た
か
ら
で
、
つ
ま
り
は
焼
き
子
た

ち
（
伯
父
の
ほ
か
に
Ｎ
と
い
う
初
老
の
男
も
い
た
）
の
側(画・錐者）

き
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
帳
面
上
は
貸
付
に
な
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
は
焼
賃
が
安
い
と
か
、
仕
込
み
の
日
用
品
に
も

口
銭
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
、
し
く
み
が
焼
き
子
に
不
利
だ
っ

た
か
ら
で
親
方
と
し
て
は
儲
か
っ
て
い
た
の
だ
。

だ
が
源
右
衛
門
が
と
く
に
き
び
し
か
っ
た
の
で
は
な

く
、
そ
う
い
う
の
が
焼
き
子
制
度
の
本
質
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
源
右
衛
門
自
身
、
焼
き
子
も
し
て
、
お
な
じ
経
験
を

へ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
場
合
は
、
死
に
も

の
ぐ
る
い
の
労
働
で
も
っ
て
、
そ
の
境
遇
か
ら
脱
出
し
た

の
だ
。源
右
衛
門
の
焼
き
子
を
し
て
い
る
あ
い
だ
、
た
ぶ
ん
伯

父
は
負
償
を
返
済
し
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
や
が
て
身
体
の
不
調

を
訴
え
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
。
だ
が
源
右
術
門
は
、
そ

れ
も
働
か
な
い
口
実
だ
と
し
て
、
ま
と
も
に
取
り
合
お
う

と
し
な
か
っ
た
。
ほ
ん
と
う
は
き
ち
ん
と
し
た
医
者
の
診

断
を
仰
ぐ
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
ま

た
カ
ネ
を
工
面
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
つ
ま
り
親
方
の
理
解
な

し
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
私
が
高
校
二
年
生
の
と
き
で
あ
る
。

春
休
み
に
町
の
下
宿
先
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
、
一
夫
伯
父

が
異
常
を
き
た
し
て
い
た
。

伯
父
は
山
か
ら
沖
平
の
家
に
連
れ
て
来
ら
れ
て
い
た
。

上
が
り
か
ま
ち
に
腰
を
お
ろ
し
て
、
眼
を
黄
色
く
光
ら
せ

て
い
た
が
、
い
き
な
り
カ
マ
ド
ヘ
走
り
寄
っ
て
、
鍋
の
尻

の
墨
を
手
で
か
い
て
、
顔
じ
ゅ
う
に
な
す
り
つ
け
た
。
そ

れ
か
ら
物
を
投
げ
た
り
障
子
を
破
っ
た
り
し
た
。
父
親
と

私
は
力
を
合
わ
せ
、
暴
れ
る
伯
父
を
無
理
や
り
押
さ
え
込

ん
で
、
純
で
縛
り
あ
げ
た
。

医
者
に
来
て
も
ら
っ
た
が
、
一
時
的
に
神
経
が
錯
綜
し

た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
お
さ
ま
る
だ
ろ
う
と
、
注
射
を
う

っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
事
実
、
一
昼
夜
ほ
ど
で
伯
父
は
平
静

な
状
態
を
と
り
も
ど
し
た
。

そ
の
夏
、
伯
父
は
家
族
と
と
も
に
、
私
の
父
親
の
許
か

ら
去
っ
た
。
私
は
高
校
に
い
て
、
く
わ
し
い
事
情
は
知
ら

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
海
岸
に
近
い
熊
野
川
町
の
山
へ
行
っ

た
と
い
う
。
父
親
の
山
で
の
生
活
に
絶
望
し
て
転
進
を
は

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
え
に
異
常
な
行
動
を
し
た
の

は
、
思
い
あ
ま
っ
て
気
が
ふ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

借
金
の
束
縛
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
煎
技
だ
っ
た
も
の
か
。

新
た
な
る
山
で
も
、
も
ち
ろ
ん
焼
き
子
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
そ
こ
へ
行
っ
て
わ
ず
か
四
十
日
後
に
、
一
夫
伯
父
は

急
死
し
た
の
で
あ
る
。
死
因
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ

た
マ
ラ
リ
ア
だ
っ
た
と
い
う
。
マ
ラ
リ
ア
を
か
か
え
て
い

た
な
ど
と
は
、
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。

い
ま
シ
ブ
ケ
の
窯
跡
の
周
辺
は
、
樹
齢
三
十
余
年
生
の

杉
の
木
々
が
が
っ
し
り
と
幹
を
張
っ
て
そ
び
え
て
い
る
。

ひ
あ
な

だ
が
窯
の
胴
積
み
の
石
垣
と
と
も
に
、
火
穴
（
煙
出
し
）

が
煤
の
色
も
そ
の
ま
ま
に
、
元
の
か
た
ち
の
ま
ま
残
っ
て

く
ら
い

い
る
の
で
あ
る
。
口
塗
り
に
使
う
土
を
掘
っ
た
跡
も
あ

る
。
そ
れ
を
眺
め
る
私
の
脳
裏
に
、
こ
こ
で
腰
を
折
っ
て

働
い
て
い
た
伯
父
夫
婦
の
姿
が
、
妨
佛
と
し
て
甦
っ
て
く

う
わ
。

そ
れ
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
存
続
し
て
き
た
焼
き
子
と

い
う
制
度
の
も
と
に
、
就
縛
さ
れ
て
い
た
最
後
の
人
間
の

姿
で
も
あ
っ
た
。
や
が
て
戦
後
の
人
椛
擁
継
や
民
主
主
義

の
考
え
方
が
山
の
中
へ
も
没
透
し
、
そ
の
よ
う
な
封
建
的

な
生
産
形
態
は
消
滅
す
る
。
だ
が
伯
父
は
そ
の
日
を
待
た

ず
し
て
死
ん
だ
。
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伯
父
、
今
中
一
夫
の
焼
き
子
の
悪
ら
し
を
語
る
ま
え

に
、
彼
の
生
い
た
ち
と
、
満
州
（
中
国
東
北
部
）
へ
渡
る

ま
で
の
経
過
を
か
ん
た
ん
に
辿
っ
て
み
た
い
。

と
い
っ
て
も
、
じ
つ
は
彼
の
少
年
時
代
の
こ
と
は
な
に

も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
私
の
母
、
好
子
の
記
憶

に
よ
る
と
、
子
供
の
こ
ろ
一
夫
と
い
っ
し
ょ
に
暮
も
し
た

い
ま
な
か
つ
ね
の

こ
と
は
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
祖
母
の
小
春
が
今
中
常
之

じ
よ
う
燕
と
再
婚
し
、
好
子
が
生
ま
れ
育
つ
あ
い
だ
、
先
夫
と
の

子
で
あ
っ
た
一
夫
は
、
ど
こ
か
ほ
か
で
養
育
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
戸
籍
は
「
今
中
些
に
入
っ
て
い

た
。

う
え
の
盤

そ
し
て
昭
和
九
年
ご
ろ
、
上
野
地
（
奈
良
県
十
津
川
村
）

と
い
う
所
で
、
今
中
常
之
蕪
が
十
窯
ほ
ど
の
炭
焼
き
の
世

話
人
を
し
て
い
た
と
き
、
当
時
十
八
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
一

き
り
墓

夫
も
来
て
、
窯
の
一
つ
で
伐
子
（
弟
子
）
を
し
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
私
の
父
・
癖
か
癖
醗
も
、
常
之
照
の
下
で
働

い
て
お
り
、
そ
こ
で
好
子
と
夫
婦
に
な
っ
た
。

だ
が
そ
こ
か
ら
私
の
父
母
は
常
之
燕
や
一
夫
と
別
れ

て
、
ま
た
ほ
か
の
山
へ
移
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十

六
年
、
上
野
地
で
常
之
蒸
が
死
ぬ
と
、
小
春
と
一
夫
が
訪

山
峡
の
譜

シ
ブ
ケ

口
最
後
の
焼
き
子

し
た
き
麓
に

ね
て
来
て
、
四
滝
谷
（
和
歌
山
県
熊
野
川
町
）
の
、
源
右

術
門
の
仕
込
み
の
山
へ
入
っ
た
。
つ
ま
り
源
右
術
門
が
親

方
で
、
一
夫
は
焼
き
子
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
。

私
が
四
、
五
歳
の
こ
ろ
で
、
こ
の
と
き
の
伯
父
の
姿
は

か
す
か
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
だ
が
一
夫
は
ま
も
な
く

開
拓
義
勇
軍
に
志
願
し
、
渡
満
し
た
。

さ
て
、
一
夫
伯
父
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
還
し
、
シ
ブ
ケ

で
炭
焼
き
を
は
じ
め
た
こ
ろ
、
た
し
か
私
は
小
学
四
、
五

年
生
で
あ
っ
た
。
と
き
ど
き
使
い
を
さ
せ
ら
れ
て
、
野
菜

お
き
認
い
や

と
か
味
噌
や
醤
油
な
ど
を
小
屋
ま
で
届
け
た
。
沖
平
の
自

宅
か
ら
だ
と
、
川
を
渡
っ
て
稜
線
を
登
り
、
子
供
の
足
で

も
三
十
分
足
ら
ず
の
道
程
だ
っ
た
。

あ
る
と
き
私
は
、
真
新
し
い
立
派
な
ナ
イ
フ
を
手
に
入

れ
る
と
、
さ
っ
そ
く
シ
ブ
ケ
ヘ
持
参
し
て
伯
父
に
や
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
伯
父
は
よ
く
罠
を
か
け
て
野
兎
を
盤

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
料
理
す
る
包
丁
が
な
い
の
を
気
の
毒

に
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
伯
父
は
い
っ
た

ん
ナ
イ
フ
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
つ
ぎ
に
山
か
ら
下
り
て

、
、
、
、
、
、

来
た
と
き
、
私
に
返
し
た
。
私
は
自
分
が
子
供
あ
つ
か
い

さ
れ
た
と
感
じ
て
面
白
く
な
か
っ
た
。

宇
江
敏

勝 (下）

伯
父
夫
婦
は
一
年
余
り
で
シ
ブ
ケ
の
仕
事
を
終
わ
り
、

ひ
ろ
み
が
わ
．

つ
ぎ
に
広
見
川
流
域
の
フ
グ
リ
坂
へ
移
っ
た
。
そ
こ
も
も

ち
ろ
ん
私
の
父
親
・
源
右
衛
門
が
仕
込
み
を
し
た
窯
だ
っ

た
。
フ
グ
リ
坂
の
炭
焼
小
屋
で
は
長
女
の
附
子
が
生
ま
れ

た
。
そ
の
と
き
源
右
衛
門
が
立
会
っ
て
赤
ン
坊
を
と
り
あ

げ
た
と
い
う
。
明
治
の
世
代
で
は
男
が
産
婆
を
つ
と
め
る

の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
グ
リ
坂
の
次
ぎ
に
は
フ
カ
サ
コ
（
前
出
、
六
、
七
月

号
）
へ
移
っ
た
。
そ
こ
で
は
男
の
子
が
出
生
し
た
が
、
二

日
し
か
生
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
親
方
の
源
右
術
門
に
と
っ
て
、
一
夫
は
好
ま

し
い
焼
き
子
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
働
き
が
た
り
な

い
、
と
言
う
の
だ
っ
た
。

も
と
よ
り
裸
一
貫
で
引
き
揚
げ
て
来
た
男
で
あ
っ
た
。

や
っ
て
来
た
日
か
ら
の
衣
食
住
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
ダ
ダ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
コ
メ
一
升
、

味
噌
一
貫
目
を
帳
面
に
つ
け
、
焼
賃
と
差
引
き
す
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
う
ち
は
焼
き
子
の
ほ
う
に
負

債
が
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
解
消
し
な

い
の
で
は
、
お
た
が
い
困
る
の
で
あ
る
。

負
債
が
あ
る
か
ぎ
り
、
胸
を
張
っ
て
現
金
を
手
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
山
小
屋
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

や
は
り
な
に
が
し
か
の
カ
ネ
は
入
用
で
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
山
か
ら
下
り
て
来
た
伯
父
は
、
沖
平
の
家
の
入
口
で
、

理
由
を
の
べ
て
借
金
を
申
し
込
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、

子
供
が
病
気
な
の
で
医
者
に
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造林面積を更新方法別にみると，

人工更新面稜は132千ha(前年比

8.4％減)，天然更新83千ha(前年比

9.4％増）となっている。これは造

林適地が減少し奥地化していること

や経費の節減，省力化のためとみら

れる。また，経営形態別にみると国

営は94zFha,公営37zFhaで前年並

み，私営は79千haで前年比4.5%

減少した。

森林伐採面蹟（主伐面識）は昭和

58年には241千haで前年並みとな

った。伐採面積のうち皆伐面稜は

152千haで前年比5.1%減少してお

り，林種別にみると人工林は38千

1'a(前年比6.8%"),天然林は114

千ha(前年比4.5%")となった。

皆伐以外の伐採面秋は89千haで

農材鵜

昭和58年林業属地これによると,造林面積は昭和35
年をピークに毎年減少を続け，昭和

調査発表される 58年は前年比2.3％減少し215千

農林水産省統計悩報部は7月27haとなった。このような減少傾|句は

日，昭和58年の林業属地基本調査林業を取りまく環境の悪化，とりわ

結果（造林而職，伐採面稜）をまとけ木材価格の長期低迷や林業労働力

め公表した。の不足などによるものである。

58年林業属地基本調査

（単位:ha)

’|’’

皆伐以外の
伐採面積

88，456

80，506

78，399

80，953

89ｩ378

皆伐面稜うち人工林皆伐造林面讃うち人工更新

39,165

37,724

36,281

40,346

37.613

180,914

173,109

157,953

1.59,766

151,648

5輯

55

56

57

58

169,133

1“584

152,197

144,380

132,245

253,900

250,275

234,951

219,845

214,841

’
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森林組合は，林家等森林所有者のを果たしている。

協同組織として組合員に対する経営57年3月末現在における設立森

指導，造林，保育，間伐等の施業委林組合数は1,892組合となってお

託，林産物の共同販売の実施など地り，前年同期に比べ41組合減少し

域の林業推進のうえで中心的な役割た。これは，広域合併等によりその

図･2私・公有林総事業に占める森林組合事業活動や経営基盤の強化に努

事業量の割合めたことによるものと推測され

|憩講驚騨鐙餐.黛撚職

地域林業の中核と
して期待される森
林組合
図･1森林組合数と森林組合作業班員数
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る。しかしながら，常勤役員お

よび専従職員のいない組合が，

全組合数の約2割に当たる358

組合，払込済出資金が500万円

未満の組合が約4割に当たる

799組合もあることなどから，

今後も，さらに機能の充実，経

営，財政基盤の強化等を図って

いく必要がある。

また,56年度には全体の4分

の3に当たる1,378組合が作業

斑を組織して造林や林産事業等

の林業生産活動に従事してお

り，これらの作業班の班員数は

千人
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資料：図・1,2ともに，林野庁瞬林組合統計」

1.,-.-.･ﾛ麺･b2'曹一や！縁9J▼や_窪む悪･･ず0…

林業技術No,5101984.9

－W夢冒0÷廿函エ辱・ｰ-.--b固き、，マ句、炭，E証、・・凸角室 ●由＆上凸ヨー1『~I



43

型川IⅡⅡⅡⅡ111Ⅱ11ⅡⅡlⅡIⅡⅡⅡⅡⅡIⅡIⅡⅡ｜ⅢⅡⅡⅡIⅡⅡ11Ⅱ|IⅡⅢⅡⅡIⅡⅡⅡⅢl山ⅡⅡ111Ⅱ111Ⅱ11ⅡIⅡ1111ⅡⅡ|ⅡⅡlⅡⅡlⅡⅡlⅡ1Ⅱ111Ⅱ1111ⅡlⅡⅢlⅡ11Ⅱ11ⅡⅡⅡlⅡ11ⅡⅡIL
＝ ＝
＝一一一一一一一一一一＝前年比10.4％増加したが，これ

は松くい虫などによる被害林の伐

採などによるものである。
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雇用調整助成金の

対象業種の指定

雇用保険法に基づく雇用調整助

成金の対象となる業種として8月

1日よりパーティクルボード製造

業が新たに指定された。これは，

家具需要の低迷，木造建築の不振

等により生産が低迷しているため

である。

今回の新規指定により，対象業

種の累計は123業種，うち木材関

連産業は製材業，合板業，チップ

業等8業種となった。
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弓 三
京都・嵐山（風致保安林・土砂流出防備林をはじめ，河jll法，薑

＝’

三

文化財保盤法など多くの法令で守られている）三三
＝

： 林政拾遣抄薑ミ

ミ国山林経済学：
＝

三

林主の力では守り得ないものを威力三
＝

＝

を以ってこれを除却する」と述べて三
＝

いる点から見れば，山林に関する警三
＝

察事務を明治15年森林法草案の保ニ
ー

ー

安林制度にごく近い性質のものとし三
＝
＝

て受けとめていたことが想像され言
＝

る。15年草案では,保護林(保安林）三
＝

＝

を定義して「社会の公利公安のため三
＝
＝

に国権を以って管治する森林」とす言
＝

るが，そのような考え方の芽はこん三
＝

＝

な論議の中から生まれたのかもしれ三
＝

な い。三
＝

また,森林国有の利を説いた中に，言
＝

「急に金員が必要なときに，一時に三
＝

大量に伐採することができる」との三
三

理由をあげている。国が所有するか三
＝

＝

ら大量伐採が可能だとするのであ冒
＝

る。さらにこれに続いて「大量伐採三
＝

は智識のない政府がみだりに行えば言
＝

大いに後害をのこすが，自己の義務言
＝
＝

を知る官員が政府にあるならば一時言
＝
＝

的に大量伐採しても恐れるに足らな三
三

い｣との断り書きがついている｡草案三
＝

起草に当たった山林宮たちが｢大量三
＝

＝

伐採」をどう受けとめていたか興味三
＝

：＝

をさそうことではある。（筒井迪夫）三

呂
呂

言書庫を整理していたら『一国山林
＝

言経済学』と題する小冊子の訳本があ
目

言った。明治12年7月，山林局の刊
自

言行で，原著はK.Fiscllbach:Le-
二

=hrbuchderForstwissenschaft,
＝

＝

皇1877年である。当時は3年後に草さ
＝

＝

言れた「明治15年森林法草案」の立
＝

冒案に苦心を重ねていたと思われるの
＝

＝

言で，草案の内容と照らし合わせなが
＝

言らこの訳本の頁をくってみた。
＝

＝

昌一国山林経済学を次のように定義
三

言する。「政府その国の山林を以って
＝

言国家の供用に適合すべくこれを管制
＝
＝

冒し，かつその山林をして常にその適
言

,冒度に在らしむるの方法を論するの学
昌

|冒科たり」と。その方法にはどのよう
I＝

冒なものがあるか｡それを①刑法事務，
三

冒②灘嬢事務，③出納事務の3つに分
＝

＝

三けている。これらの内容については
＝
＝

言省略す‘が,注目しておきたいのは，
冒火災,風,砂，虫害等からの予防が
眉
＝

三②の警察事務の中に含まれている点
三

三である。蕃察事務は｢一国の衆力を
薑用いて国民の利益を保護し，かつ増
＝

言進せしめること」を目的とし，その
三

三ためには「災害を防ぐことが一人の

I牟妄一…己君冠一めす』●苫アター弓一茸1

前年比4％増の6万6千人となって

いる。さらに，森林組合が実行した

造林面識および丸太生産雷について

みると，近年の林業生産活動の停滞

を反映して全般的に停滞している

が，私・公有林の総事業に占める森

林組合事業量の割合は増加傾向にあ

る。

いっそう厳しさを増す森林・林業

情勢の中で，森林組合に寄せる地域

林業の中核的担い手としての期待は

ますます大きくなっており，森林組

合自体においても，来たるべき国産

材時代に向けて，その体制整備をさ

らに進めることが重要となってい

る。

＝『一‐一．一．.~･‐．一~ー‐~‐唐､ｰ．″、一‐－－.~‐一ｰ、,‐”,．ーダマプ三
二旨
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理して記述している。また，保育技

術全体における枝打ちの位置づけと

枝打ちの効果を検討して，応用技術

としての枝打ちの評価にまでふれた

ものであって，既著の改訂版ともい

える。

「林業に活性を与えるためには高

い視野からの英知が必要であり，林

業技術者の創意と工夫がさらに求め

られる。全体技術の中で枝打ち技術

に求められるところがあるならば，

本書は林業関係者の英知の源となれ

ば幸いである｡」と著者が述べてい

るだけあって，林業地の状況に即し

た技術論を展開するに十分な英知の

糧が本書にはもりこまれている。そ

れも大変わかりやすく説明されてい

る。

本書は，スギとヒノキを中心にし

た枝打ちの基礎と応用であるが，カ

ラマツ・エゾマツ・アカマツ・広葉

樹についての枝打ちに関する問題点

も整理されている。第I章では枝打

ちの意味を整理し，第Ⅱ・Ⅲ章で

は枝打ちの基礎理論と枝打材の評価

といった事項を説明し,第Ⅳ章では

林業経営における枝打ちの理論と実

践とを展開して，第V章ではスギ・

ヒノキ以外の枝打ちに関する問題点

を整理している。

第Ⅳ章は，枝打ちの効果（生物

学的効果とその林業的評価）とその

応用，施業体系と枝打ち，生産目標

に応じた枝打ち管理技術（芯持正角

材生産林・磨丸太生産林・中大径材

生産林・複層林）とその他の目的の

枝打ち，枝打ちの作業技術，枝打ち

の経済的評価，枝打ち記録と結果の

解析などを主な内容としている。こ

の第Ⅳ章は一般的な考え方である

が，枝打ちに関する正確な知職（本

書の第Ⅱ章を理解すること）があ

れば，地域に即した枝打技術指針や

技術論の展開ができる。このような

銅
画
略
』

藤 森隆郎著

枝打ち 基礎と応用

(社）日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

電話03－261－5281

昭和59年5月25日発行

A5判192頁，

定価2,800円（〒250円）

I

枝打ち
紫礎と塔Ⅱi
憤流凸士韓

r鬮朋
陰篭総
u報錬投栴独坐

日本での枝打ち作業の歴史は数百

年余りあろう。この枝打ちに関し

て，主として枝葉の生理的な面から

理論づけをしようとしたものに，高

原末基の『枝打ちの基礎と実際』（地

球出版,149pp.,1961)がある。こ

れは枝打ち技術を体系化するまでに

はいたらなかった。8年前の1976

年に，本番の著者は『枝打ちとその

考え麺（わかりやすい林業研究解

|説シリーズ(57),75”)で,枝打

ちの体系的な考え方の根拠をあきら

かにした。ところで，この10年ほ

どで枝打ちについての研究の成果が

かなり蓄積され，数年前には各県や

営林局がその地域の林業事徽に応じ
て枝打ち指針を作った。本雪は，著

者の8年前の既著を基雛に，その後

の著者の研究と70編余りのあらた

な成果を加えて，今までにあきらか

になった点や理論と今後にまたねば

ならない問題点とをわかりやすく整

林業技術No.5101984．9



展開ができることは著者のいう創

意と工夫である。

個体生長と林分内の個体サイズ

の頻度分布を制御すること，地力

維持・水土保全のために光条件を

主とする林内環境を調節すること

に対する枝打ちの効用を，著者は

かなり強調している。そして，二

番目の効用については，この効用

のために枝打ちを行うというより

は，無節の良質材生産のための枝

打ちが同時にこれらの効用に対し

てプラスになるといったほうが枝

打ちの目的として受け入れやすい

であろうと表現している。

しかし，これからの森林施業の

多くは環境林の施業に重点が滋か

れ，この環境林施業（木材生産職

能よりはその他の機能を重視する

林の施業）に対しては，病虫害・

気象災害防除の手段の一つとし

て，あるいは林内遊歩の快適さの

維持の手段として不可欠の作業技

術にまで枝打ちが組み込まれるで

あろう。このような枝打ちを無節

性の高い材の生産にもつなげて，

環境林を有利に施業するという考

え方である。

さらには，生長抑制の枝打ちと

生長促進の間伐や施肥を，施業の

目的と条件に応じて組み合わせる

ことが生産技術の自由度を大きく

することになる。著者が「はじめ

に」で触れているように，並磁的

な正確な知識に基づいて各人の状

況に即した技術論や指針を各自が

展開することこそ好菫しい。

林業技術者はもとより研究者や

学生諸君の英知の鐙として，また

英知を結集して持てる力が発揮で

きるような側勢づくりの燕雛とし

て本書はお勧めできる。

（東京農工大学教授・相場芳懸）

45

I司言壽刀

木材関税問題

日本にとっての重要な貿易パート

ナーである米国やアセアン諸国との

，間で，わが国との貿易収支インバラ

ンスがさらに拡大しそうな気配の中

で，木材製品の関税引下げ問題が注

目されてきている。特に，日米間で

は牛肉・かんきつ問題が一段落した

こともあり，今度は木材関税が貿易

不均衡のシンボリック・イシューに

なりつつある。

：農産物の場合にもそうであったよ

うに，木材製品の関税を引下げたと

ころで，貿易収支不均衡の改善はほ

とんど期待できない。しかし，良い

品を安く提供するのだから日本の輸

出が伸びるのは当然であり，ドル高

や米国企業体質こそが問題であると

正諭を述べてみたところで，相手は

‘容易に納得しない。公平な競争の機

‘会を与えられていない分野があるの

で，それを改善してほしい，木材製

品はその代表的なものである，と言

うのである。

戦後の日本経済のめざましい発展

は,GATTを中心とする自由貿易

，体制の中でこそ成し遂げられたもの

であるが,近年は,各国ともまず自分

のことが第一と保繊主義的な動きを

強める傾向にある。従来，世界自由

貿易体制のけん引車であった米国に

おいても，昨年は200件にも及ぶ輸

入製品攻勢からの救済を求める請願

がなされており，議会においても様

様な国内産業保謹法案が論議されて

いる。米国が保談主義を強めること

とすれば，世界経済は極めて大きな

影轆を受けることとなり，中でも輸

出依存の強い日本経済にとってはそ

の打撃ははかり知れない。安くて良

い品をいくら生産しても，買っても

らえなければどうしようもないので

あるから。このような状況下で，日

本は自らの繁栄に不可欠な条件であ

る自由貿易体制を守るため，世界経

済の調和のとれた発展に積極的な貢

献をしなければならない。一国だけ

の繁栄は不可能であることを肝に銘

じて。木材製品の関税引下げについ

ても，そのような高い観点から考え

てみる必要があろう。

南の国々からも，木材製品特に合

板についての根強い要求がある。日

本の合板産業の原料の9割はいわゆ

るラワン材等の南洋材であり，国内

合板産業はこの安定的な供給を避難

として大きな発展を遂げてきた。し

かし，近年，資源保有国は自国の発

展のため資源の有効利用，国内での

木材加工産業の育成を目指してお

り，これは当然といえば当然であ

る。日本としても，いつまで全部自

分のところで加工したいと言い続け

るのか。現在輸入率は1％程度であ

るが，経済大嗣として，日本はもう

少し開発途上国に対し柔軟な姿勢を

見せられないものかと思う。

（ハービンガー）

(この棚は糊築委員が担当しています）
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◎支部連合大会

1．8月23～24日福島市におい

て日本林学会東北支部，日林協東

北・奥羽支部連合会合同大会が開催

され,本部から松井顧問が出席した。

2．9月6～7日香川大学におい

て日本林学会関西支部，日林協関

西・四国支部連合会合同大会が開催

され，本部から猪野理事長，佐川総

務部長が出席した。

◎講師派遣

1．依頼先：林業講習所

内容：空中写真

期間:9/7,9/11～9/14

識師：渡辺技術開発部長

2．依頼先：千葉大学

内容：非常勤講師（森林風

致論）

期間：10/1～60.3/31

職師：高木調査第三部次長

3．依頼先：東京農工大学

内容：非常勤講師（航空測

定学）

期間：10/10～60.3/31

講師：中島主任研究員

◎海外派遣

パナマ共和国林業資源調査・現地

調査のためつぎのとおり役職員を派

避した。

氏名：湯本常務理事,今井次長，

望月課長，工藤技師，吉

村，市川主任調査員

期間：8/8～9/26

．韓国研修員受入れ

国際協力事業団からの依頼によ

り，つぎのとおり研修員を受入れ

た。

氏名：朴容時（大韓民国山林

庁林業研修院教官）

期間：8/27～11/22

内容：山火事対策について

◎調査研究部関係

1．8月8～11日まで青森・秋田

県下現地において「白神山地森林施

薬総合調査」について第1回委員会

を開催した。

2．8月17日,本会会議室におい

て「カモシカ被害防止対策現地適用

化試験調査」について第1回委員会

を開催した。

◎調査部関係

1．8月13日,本会会議室におい

て三宅島国有林の取扱いに関する調

査について委員会を開催した。

2．8月28日,本会会議室におい

て林野火災拡大危険区域の予測調査

について第1回委員会を開催した。
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No.70簡易架線の言賭局算と安全管理上田実柴田頂一共著
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空中写真申込方法林野庁関係(林野庁.都道順樋影）
●所定の申込書にて,本会航測部空中写真室宛お空中写真頒布価格表（昭和59年度）
申し込み下さい。（東京都千代田区六番町7〔〒

写真の種類写真の大きさ単価備考
102〕電話03-261-5281)

密着18cm×18cm5101円約1:20,000
●お申込みにあたっては，扱髭地区指定番号とコ

ポジフィルム18cm×18cm1,710円約1620,000

2．5倍伸45cm×45cmース番号，写真番号及び写其の種類を記入して下1,665円約1:8,000
4倍伸72cm×72cmさい。なお，写真番号等が不明の時には，市販さ4,050円約1:5,000

れている5万分の1地形図に希望する区域の範囲縮小標定図25cm×30cm460円撮影コース・写爽番
を明示し，写真の種類を申込書に記入して申込ん 号を表示したもの

その他上表にない縮尺の引伸し，部分引伸等の単価はそのつで下さい。
ど定めます。

●申込みは毎週火曜日が締切になります。

★最近では23cm×23cmで撮影されています。その場合は下記のとおりで
す。
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★送料は地域および枚数により実費を申し受けます。

林野庁監修昭和59年版B全版12色刷

空中写真撮影一覧図篭職聯阜薬）
国有林，民有林，国土地理院の撫影区域一覧図。お申込みは日本林業技術協会へ
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タマヤ帆う。ラニクス〃シリーズは、

どんな複雑な図形で．もその輪郭を

なぞるだけで、I前積を簡単に測定

することがて鰐きます。

プラニクス7は､専刷LSIにより多

くの機能を術えたう。ラニクスシリ

ーズの高級モデルです。

■専用LSIによるコンパクト設計

園単位や縮尺のわずらわしい計算が不要

回豊富な選択単位(cm<m2､km2､in2､ft2､acre)

垂メモリー機構により縮尺と単位の保護

唾測定値がオーバーフローしても、上位単位

へ自動シフト

■測定精度を高める平均値測定が可能

■大きな図形の測定に便利な累積測定が可能

■AC･DCの2電源方式

■省エネ設計のパワーセーブ機能

あらゆる面漬測定をクリヤーするタマヤ"ブラニクズ，萱ﾉ4トズ‘

便利なプﾘﾝﾀー 機椛付

PLANIX10¥148,000
(弾jI｝木製収納ケース､ACアダプター､朋紙3本付）

メ

宴用1'陸追求したスタンダードモデル

PLANIX6¥59,000

(＃川プラスチック収納ケース､ACアダプター付）

錘翁

ポーラタイプのスタンダードモデル

PLANIX5¥49,000
(帆Mプラスチック収納ケース､ACアダプター付）

鰯

●カタログ･資料鏑求は、

当社までハガキか殖,謡にてご述絡くだき､。 &T7AM/AMA無二篭蓋弾繍…11(ft)
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〔内容〕

I枝打ちの意味

II椥丁ちに関する基礎誕藤論

1．幹と枝および節の形成

2．樹冠の溝造と幹の生長

3．枝打ちと幹の生長

4．枝の巻込みと節の形成

5．枝打ちと材痩

6．枝打ちに関係する幹の変色

7．枝打ちと品種

8．林分密度と枝打ち

9．技打方法と林分購造

10．枝打ちと間伐、施肥効果との関係

11．枝打ちと生態系、特に地力維時と水分収支

12．枝打ちと病虫害

13．枝打ちと気象災害

Ⅲ材の評価

1．材の価格評価

2．良質材の条杵

Ⅳ林業誰謎誉におけるｵ対丁ちの理論

1．枝打効果とその応用

2．施業体系と枝打ち

3．目標に応じた枝打ちの管理技術

4．枝打ちの作業技術

5．枝打ちの経済的評ｲMi

6．枝打ちの記録と結果の解析

Vスギ・ヒノキ以外の樹種の枝打ち
（カラマツ･アカエゾマツ･アカマツ･有用広葉樹）
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A5判326頁_l二製口絵カラー写真24葉・卜{鶏写真413¥
見出し樹極176定価sSoO円(〒300)

＜下）害虫とそm防除(I撫融蕊意
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[|:・ド巻ともご賊人の場合、送料は3501'lになります〕
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